
年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

6

定期考査 得点 ○ ○

単元：意見を述べる
【知識及び技能】引用の仕方や出
典の示し方、それらの必要性につ
いて理解を深め使うことができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】読
み手の理解が得られるよう、論理
の展開、情報の分量や重要度など
を考えて、文章の構成や展開を工
夫することができる。

教材
『イースター島になぜ森がないの
か』鷲谷いづみ

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・伝え合う内容を検討する。
・考えを明確にし、表現を工夫す
る。

○ ○ ○

①引用の仕方や出典の示し方、それらの必
要性について理解を深め使っている。［⑵
オ］

②「書くこと」において、読み手の理解が
得られるよう、論理の展開、情報の分量や
重要度などを考えて、文章の構成や展開を
工夫している。［Ｂ⑴イ］

○ ○ ○

○ ○

①主張と論拠など情報と情報との関係につ
いて理解している。［⑵ア］

②「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握している。［Ｃ⑴ア］

○ ○ ○ 7

1

２

学

期

6

単元：新しい視点
【知識及び技能】推論の仕方を理
解し使うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】内
容や構成、論理の展開などについ
て叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

教材
『ステレオタイプの落とし穴』原沢
伊都夫
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・情報を関連づけて読み深める。

定期考査

単元：環境と科学
【知識及び技能】主張と論拠など
情報と情報との関係について理解
することができる。

【思考力、判断力、表現力等】内
容や構成、論理の展開などについ
て叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

教材
『法律の改正文』

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・情報を関連づけて読み深める。

単元：解釈を述べる
【知識及び技能】比喩、例示、言
い換えなどの修辞について理解し
使うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】読
み手からの助言などを踏まえて、
自分の文章の特長や課題を捉え直
したりすることができる。

教材
『ＡＩは哲学できるか』森岡正博

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・情報を関連づけて読み深める。

○ 5

①主張と論拠など情報と情報との関係につ
いて理解している。［⑵ア］

②筆者の表現を積極的に読み解いて、その
主張を理解したうえで、学習課題に沿って
自分の意見を具体的に述べようとしてい
る。

○ ○ ○

1

合計

70

主文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について理解することができる。主張と論拠
など情報と情報との関係について理解すること
ができる。

文章の種類を踏まえ、内容や構成、論理の展開など
について叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握
することができる。

単元：言語技術の実践
【思考力、判断力、表現力等】話
し言葉の特徴を踏まえて話した
り、場の状況に応じて資料や機器
を効果的に用いたりするなど、相
手の理解が得られるように表現を
工夫することができる。

【学びに向かう力、人間性等】我
が国の言語文化の担い手としての
自覚をもち、言葉を通して他者や
社会に関わろうとする。

教材
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・話し言葉と書き言葉の特徴や役
割、表現の特色を踏まえて文章を書
く。

端末の活用
・プレゼンテーション資料を作成す
る。

○

①話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現
の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、
適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現
や言葉遣いについて理解し、使っている。
［⑴イ］

②「話すこと・聞くこと」において、話し
言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状況
に応じて資料や機器を効果的に用いたりす
るなど、相手の理解が得られるように表現
を工夫している。［Ａ⑴ウ］

○ ○

単元：社会と文化
【知識及び技能】比喩、例示、言
い換えなどの修辞や、直接的な述
べ方や婉曲的な述べ方について理
解し使うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】言
葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、言葉を通し
て他者や社会に関わろうとする。

7

単元：認識の枠組み
【知識及び技能】比喩、例示、言
い換えなどの修辞や、直接的な述
べ方や婉曲的な述べ方について理
解し使うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】内
容や構成、論理の展開などについ
て叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

教材
『言葉遣いとアイデンティティ』中
村桃子

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・伝え合う内容を検討する。
・考えを明確にし、表現を工夫す
る。

7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

①言葉には、認識や思考を支える働きがあ
ることを理解している。［⑴ア］

②「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握している。［Ｃ⑴ア］

③筆者の表現を積極的に読み解いて、その
主張を理解したうえで、学習課題に沿って
自分の意見を具体的に述べようとしてい
る。

３

学

期

○

単元：言語技術の実践
【知識及び技能】話し言葉と書き
言葉の特徴や役割、表現の特色を
踏まえ、正確さ、分かりやすさ、
適切さ、敬意と親しさなどに配慮
した表現や言葉遣いについて理解
し、使うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】我
が国の言語文化の担い手としての
自覚をもち、言葉を通して他者や
社会に関わろうとする。

教材
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・話し方に気を付けながら、わかり
やすい説明を行う。

端末の活用
・プレゼンテーション資料を活用し
ながら自分の意見を発表する。

教材
『日本語は世界をこのように捉え
る』小浜逸郎

指導項目
・論理的な文章を読み、引用や要約
をしながら、自分の考えをまとめ
る。
・言葉や表現が読み手に与える印象
を考えながら、条件に沿って文章を
書く。

○

○

１

学

期

単元：ことばの働き
【知識及び技能】言葉には、認識
や思考を支える働きがあることを
理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】文
章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握することができる。

教材
『水の東西』山崎正和
『ものとことば』鈴木孝夫

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・言葉の特徴や使い方を知る。
・接続詞や指示語に着目する。

端末の活用
・筆者の意見をまとめる。

○ ○

○ ○

○

定期考査

定期考査

保谷

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする。

現代の国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使う。

国語 現代の国語 2

（１組：澤本）（２組：伊東）（３組：澤本）（４組：伊東）（５組：澤本）（６組：伊東）（７組：澤本）（８組：伊東）

第一学習社『標準現代の国語』

現代の国語国語

態

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深める。

言葉を通じて積極的に他者と関わり、思いや考えを深め、言葉のもつ価値への認識を深める。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

1

単元：書き言葉の技術
【知識及び技能】自身の考えを深
めたり、適切に表現したりするた
めの基本的な方法を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】さ
まざまな事柄に対して関心を持
ち、主体的に取り組む態度を培
う。

教材
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・文章構造を理解し、文章の要点を
的確にまとめる。
・文章の構成を意識し、的確にまと
める。

2○

○

○

①図表等を伴う文章を読み、本文の内容を
正しく理解している。［⑴ア］

②「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握している。［Ｃ⑴ア］

○ ○ ○

単元：ことばの働き
【知識及び技能】言葉には、認識
や思考を支える働きがあることを
理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】内
容や構成、論理の展開などについ
て叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握することができる。

教材
『言語としてのピクトグラム』本田
弘之

指導項目
・論理的な文章を読み、引用や要約
をしながら、自分の考えをまとめ
る。

端末の活用
単元：新しい視点
【知識及び技能】実社会において
理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増すとともに、
語句や語彙の構造や特色、用法及
び表記の仕方などを理解すること
ができる。

【思考力、判断力、表現力等】文
章の構成や論理の展開などについ
て評価したりするとともに、自分
の考えを深めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】異
なる種類の文章を積極的に読み比
べて、それぞれの筆者の立場を理
解したうえで、学習課題に沿って

教材
『政治的思考』杉田敦
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・語句や語彙の構造や特色、用法及
び表記の仕方などを理解し、話や文
章の中で使用する。
・文章の構成を意識し、的確にまと
める。
・自分の考えが的確に伝わるよう、
自分の立場や考えを明確にするとと
もに、相手の反応を予想して論理の
展開を考える。

4

○ ○○○

定期考査 ○

○ ○ ○

領域
評価規準 知

得点

○ ○

1

①実社会において理解したり表現したりす
るために必要な語句や語彙の構造や特色、
用法などを理解し、文章の中で使うことを
通して語彙を豊かにしている。［⑴エ］

②「読むこと」において、目的に応じて、
文章に含まれている情報を相互に関係付け
ながら、内容や書き手の意図を解釈すると
ともに、自分の考えを深めている。［Ｃ⑴
イ］

「話すこと・聞くこと」において、自分の
考えが的確に伝わるよう、自分の立場や考
えを明確にするとともに、相手の反応を予
想して論理の展開を考えるなど、話の構成
や展開を工夫している。［Ａ⑴イ］

○

①「話すこと・聞くこと」において、話し
言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状況
に応じて資料や機器を効果的に用いたりす
るなど、相手の理解が得られるように表現
を工夫している。［Ａ⑴ウ］

②相手にわかるような発表のしかたについ
て粘り強く検討し、今までの学習を活かし
て、多様な観点で表現を工夫しようとして
いる。

○

○ ○

①比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直
接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理
解し使っている。［⑴カ］

②「書くこと」において、目的や意図に応
じて書かれているかなどを確かめて、文章
全体を整えたり、読み手からの助言などを
踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え
直したりしている。［Ｂ⑴エ］

○ ○

○ ○

5

○

5

5

①文や話、文章の効果的な組み立て方や接
続の仕方について理解している。［⑴オ］

②「書くこと」において、自分の考えや事
柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や表
現の仕方を工夫している。［B⑴ウ］

6

○ ○ 1得点

○

○

得点

○ ○

○

①比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直
接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理
解し使っている。［⑴カ］

②「読むこと」において、目的に応じて、
文章に含まれている情報を相互に関係付け
ながら、内容や書き手の意図を解釈すると
ともに、自分の考えを深めている。［Ｃ⑴
イ］

○ ○

①推論の仕方を理解し使っている。［⑵
ウ］

②「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握している。［Ｃ⑴ア］

○ ○

○



年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

〇 〇 1

合計

70

1

３

学

期

単元：現代にも生きる教え

【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解することがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
②叙述をもとに解釈したり評価す
ることを通して、考えを深めるこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

教材：『徒然草』（兼好法師）

指導事項
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価し、解釈を深める。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し解釈の交流を行う。

①文章の意味は、文脈の中で形成されるこ
とを理解している。［⑴エ］

②作品や文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容を解釈してい
る。［Ｂ⑴イ］

③「徒然草」を読み、表現に着目しながら
解釈をすることを通して、自らの考えを深
めようとしている。 〇 〇 〇 8

単元:

【知識及び技能】
①文章の意味は文脈の中で形成さ
れることを理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章に表れているものの
見方、感じ方、考え方を捉え、内
容を解釈することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

教材：『夢十夜』（夏目漱石）

指導内容
・内容、構成、展開をとらえ、内
容を解釈する。
・解釈を深め、自分の考えをも
つ。
・表現の効果を理解する。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し解釈の交流を行う。

①文章の意味は、文脈の中で形成されるこ
とを理解している。［⑴エ］

②作品や文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容を解釈してい
る。［Ｂ⑴イ］

③解釈を交流する活動を通して、自分の考
えをさらに深めようとしている。 〇 〇 〇 8

定期考査

定期考査
〇 〇

7

単元：日本とつながる思想

【知識及び技能】
① 漢文訓読の基礎的な語法や表
現について理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章に表れているものの
見方、感じ方、考え方を捉え、内
容を解釈することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

教材：『論語』

指導内容
・言葉の特徴について理解する。
・解釈を深め、自分の考えをも
つ。

①我が国の言語文化の特質や我が国の文化
と外国の文化との関係について理解してい
る。［⑵ア］

②作品や文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容の解釈を深めて
いる。［Ｂ⑴イ］

〇 〇 〇 7

単元:旅のなかで詠まれる句

【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解することがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章の成立した背景や他
の作品などとの関係を踏まえ、内
容の解釈を深めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

教材：『奥の細道』（松尾芭蕉）

指導内容
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価し、解釈を深める。
・自分の考えをもつ。
・作品の背景を知る。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し作品の背景について調べ
たことの共有を行う。

〇

①古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な文語のきまりや訓読のきま
り、古典特有の表現などについて理解して
いる。［⑵ウ］

②作品や文章の成立した背景や他の作品な
どとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めて
いる。［Ｂ⑴エ］

③解釈を交流する活動を通して、自分の考
えをさらに深めようとしている。

〇 〇 〇

〇 〇 〇 10

定期考査 〇 〇 1

〇

①古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な文語のきまりや訓読のきま
り、古典特有の表現などについて理解して
いる。［⑵ウ］

②「読むこと」において、作品や文章に表
れているものの見方、感じ方、考え方を捉
え、内容を解釈している。［Ｂ⑴イ］

③解釈を交流する活動を通して、自分の考
えをさらに深めようとしている。

12

単元:受け継がれる古文

【知識及び技能】
①文章の意味は文脈の中で形成さ
れることを理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章に表れているものの
見方、感じ方、考え方を捉え、内
容を解釈することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

教材：『羅生門』（芥川龍之介）
　　　『今昔物語』

指導事項
・内容、構成、展開をとらえ、内
容を解釈する。
・解釈を深め、自分の考えをも
つ。
・表現の効果を理解する。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し解釈の交流を行う。

○

①文章の意味は、文脈の中で形成されるこ
とを理解している。［⑴エ］

②作品や文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容を解釈してい
る。［Ｂ⑴イ］

③解釈を交流する活動を通して、自分の考
えをさらに深めようとしている。 ○ ○ ○ 13

○

〇

1

1

○ ○

単元：古典入門

【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解することがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
②文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開などについて叙述を基
に的確にとらえることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ事故を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

教材：『児のそら寝』（宇治拾遺
物語）

指導事項
・用言の活用を学ぶ。
・内容、構成、展開をとらえる。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの提出機能を活用
しリフレクションを行う。

①古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な文語のきまりや訓読のきま
り、古典特有の表現などについて理解して
いる。［⑵ウ］

②文章の種類を踏まえて、内容や構成、展
開などについて叙述を基に的確に捉えてい
る。［Ｂ⑴ア］

③『児のそら寝』を読み、用言の活用を学
ぶことを通して、言葉の構造やしくみにつ
いて積極的に理解しようとしている。ま
た、説話というジャンルの特徴を捉えよう
としている。

○ ○ ○

保谷

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする。

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解して適切に使う。

国語 言語文化 2

言語文化国語

領域
評価規準

言葉の特徴や使い方、話や文章に含まれている
情報の扱い方、我が国の言語文化に関する知識
を習得し、様々な場面で適切に活用することが
できる。

（１組：伊東）（２組：澤本）（３組：伊東）（４組：澤本）（５組：伊東）（６組：澤本）（７組：伊東）（８組：澤本）

文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉えることができる。また、
異なる時代に成立した作品を読み比べ、それらを比
較して論じたり批評することができる。

第一学習社『標準言語文化』

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉を通じて積極的に他者と関わり、思いや考えを深め、言葉のもつ価値への認識を深める。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

２

学

期

単元:和歌による心の交流

【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解することがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章の成立した背景や他
の作品などとの関係を踏まえ、内
容の解釈を深めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

教材：『筒井筒』（伊勢物語）

指導内容
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価し、解釈を深める。
・自分の考えをもつ。
・作品の背景を知る。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し作品の背景について調べ
たことの共有を行う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思 態

○

知

定期考査

１

学

期

定期考査



年間授業計画

高等学校 令和８年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

4

4

1

○

○

○

○

○

○

（6組：目﨑　　）

地理に関わる諸事象について，よりよい社会
の実現を視野にそこで見られる課題を主体的
に追究，解決しようとする態度を養う。ま
た、世界の諸地域の多様な生活文化を尊重し
ようとすることの大切さについての自覚など

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 地理総合

（1組：目﨑　　） （2組：目﨑　　） （3組：目﨑　　） （4組：目﨑　　）

地理歴史 地理総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地
球的課題への取組などを理解する。また、地
図やGISなどを用いて，諸資料から地理に関す
る様々な情報を適切に調べまとめる技能を身
に付けている。

位置や分布，場所，人間と自然環境との相互
依存関係，空間的相互依存作用，地域などに
着目して，地理に関わる事象の意味や意義，
特色や相互の関連を考察したり，地理的な課
題の解決に向けて構想したりする力を養う。

地理歴史

事象の意味や特色、相互の関連を、多面的、多角的に考察したり、課題解決を構想したりする力

持続可能な社会の実現に向けて、自ら主体的に授業や社会に関わろうとする力

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】

保谷

高等学校　新地理総合（帝国書院）、新詳地理資料COMPLETE2026（帝国書院）、コンパクト地理総合地図（二宮書店）

日本や世界の地域的特色や歴史の展開について理解するとともに、地図や統計、史料を読み取る力

配当
時数

１

学

期

単元「生活文化の多様性と国際理
解」
【知識及び技能】
日本・世界にみられる多様な文化に
ついて、基本的な事柄と追究の方法
を理解し、その知識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
文化の違いが生じる理由について、
多面的・多角的に考察し、その過程
や結果を適切に表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
文化の多様性と異なる文化の理解や
共存に関して関心と課題意識を高
め、それらを意欲的に追究する。

【指導内容】
１）生活文化の多様性と国際理解
２）日本国内東西での文化の違い
３）文化の違いが生まれる要因

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツを、生徒が日々の
授業に対して振り返りや発展的で探
究的な学びを支援できるものとして
活用する。

【知識・技能】
　日本・世界にみられる多様な文化について、
基本的な事柄と追究の方法を理解し、その知識
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
文化の違いが生じる理由について、多面的・多
角的に考察し、その過程や結果を適切に表現し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
文化の多様性と異なる文化の理解や共存に関し
て関心と課題意識を高め、それらを意欲的に追
究し、とらえようとしている。

○ ○ ○ 4

単元「生活文化と自然環境①気候」
【知識及び技能】
地球上における気候の違いと、それ
によって生まれた異なる景観につい
て、グラフ・地図や写真の読み取り
を通じて基本的な事柄を理解し、そ
の知識を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
気温や降水量の違いが生じるメカニ
ズムを、緯度ごとの太陽からうける
熱量の違いや地球全体の大気の流れ
などの要因から多面的・多角的に考
察し、その過程や結果を適切に表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
気温や降水量の違いが与える地域へ
の影響や、生活様式や産業にもたら
す変化について、関心と課題意識を
高め、それらを意欲的に追究し、と
らえる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

単元「生活文化と自然環境②地形」
山地・河川・海岸など様々な環境に
暮らす人々の生活について、写真や
図表の読み取りなどを通じて基本的
な事柄を理解し、その知識を身に付
ける
【思考・判断・表現】
山地・河川・海岸など様々な環境で
の生活の工夫や独自の文化につい
て、多面的・多角的に考察し、その
過程や結果を適切に表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
山地・河川・海岸など様々な環境に
おける伝統的な資源の利用と文化の
形成、および現代社会における重要
性について、関心と課題意識を高
め、それらを意欲的に追究し、とら

○

1

単元「生活文化と社会環境　産業」
【知識・技能】
様々な地域の農業生産の特徴や、工
業立地の特徴、商業集積の特徴など
の写真やグラフ・地図の読み取りを
通じて基本的な事柄を理解し、その
知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
様々な地域の農業生産の特徴や、工
業立地の特徴、商業集積の特徴など
について多面的・多角的に考察し、
その過程や結果を適切に表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な地域の農業生産の特徴や、工
業立地の特徴、商業集積の特徴など
について関心と課題意識を高め、そ
れらを意欲的に追究し、とらえよう

【指導内容】
１）山地の暮らし
２）平野の暮らし
３）海岸の暮らし

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図　・Google Earth
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツに加えて、図書館
にある資料やインターネット上の
データを生徒が主体的に活用する場

【定期考査】
第3部第1章「自然環境と防災」の内
容に関するテストとし、基本的な知
識・技能と論理的かつ効果的に資料
読解を行う思考力や表現力を図る。

○ 5

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につい
て理解している。

【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計資
料や地図から適切に判断し表現できている。

○ ○

1

合計

70

5○○○

【知識・技能】
世界の様々な国の居住・都市問題についての基
本的な事柄を理解し、その知識を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
世界の様々な国の居住・都市問題について、都
市の内部構造や国の歴史背景などをふまえて多
面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切
に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本をふくむ世界の様々な国の居住・都市問題
に対する関心と課題意識を高め、それらを意欲
的に追究し、とらえようとしている。

2

【定期考査】
第2部第2章「地球的課題と国際協
力」のうち、資源エネルギー問題・
環境問題に関するテストとし、基本
的な知識・技能と論理的かつ効果的
に資料読解を行う思考力や表現力を
図る。
第1章　「地図と地理情報システ
ム」のうち、GISの活用の内容も含
む。

【指導内容】
１）多様な地球環境問題
２）熱帯林の破壊への対策
３）地球温暖化への対策

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図　・Google Earth
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツに加えて、図書館
にある資料やインターネット上の
データを生徒が主体的に活用する場

単元「環境問題」
【知識・技能】
大気や海洋、地球温暖化などに関わ
る環境問題についての基本的な事柄
を理解し、その知識を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
世界各地で起きている地球環境問題
について、地域性や歴史的背景、日
常生活との関連や国際社会の変化を
ふまえて多面的・多角的に考察し、
その過程や結果を適切に表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
さまざまな要因がからむ地球環境問
題に対する関心と課題意識を高め、

【指導内容】
１）世界のエネルギー・鉱産資源
２）エネルギー利用の現状と課題
３）地域で異なるエネルギー問題

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図　・Google Earth
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツに加えて、図書館
にある資料やインターネット上の
データを生徒が主体的に活用する場
面を設ける。

単元「資源・エネルギー問題」
【知識・技能】
深刻さを増す世界の資源・エネル
ギー問題について、基本的な事柄や
追究の方法を理解し、その知識を身
に付ける。
【思考・判断・表現】
世界の資源・エネルギーをめぐるさ
まざまな問題について、地域性や歴
史的背景、日常生活との関連や国際
社会の変化をふまえて多面的・多角
的に考察し、その過程や結果を適切
に表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
枯渇の危機に直面している世界の資
源・エネルギー問題に対する関心と
課題意識を高め、それを意欲的に追
究する。

単元「居住・都市問題」
【知識・技能】
世界の様々な国の居住・都市問題に
ついての基本的な事柄を理解し、そ
の知識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
世界の様々な国の居住・都市問題に
ついて、都市の内部構造や国の歴史
背景などをふまえて多面的・多角的
に考察し、その過程や結果を適切に
表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本をふくむ世界の様々な国の居
住・都市問題に対する関心と課題意
識を高め、それらを意欲的に追究す

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につい
て理解している。

【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計資
料や地図から適切に判断し表現できている。

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につい
て理解している。

【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計資
料や地図から適切に判断し表現できている。

【知識・技能】
大気や海洋、地球温暖化などに関わる環境問題
についての基本的な事柄を理解し、その知識を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
世界各地で起きている地球環境問題について、
地域性や歴史的背景、日常生活との関連や国際
社会の変化をふまえて多面的・多角的に考察
し、その過程や結果を適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
さまざまな要因がからむ地球環境問題に対する
関心と課題意識を高め、それらを意欲的に追究
し、とらえようとしている。

【知識・技能】
深刻さを増す世界の資源・エネルギー問題につ
いて、基本的な事柄や追究の方法を理解し、そ
の知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
世界の資源・エネルギーをめぐるさまざまな問
題について、地域性や歴史的背景、日常生活と
の関連や国際社会の変化をふまえて多面的・多
角的に考察し、その過程や結果を適切に表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
枯渇の危機に直面している世界の資源・エネル
ギー問題に対する関心と課題意識を高め、それ
を意欲的に追究し、とらえようとしている。

単元「地図の種類と読み取り」
【知識・技能】
世界地図や地球儀での表現方法なら
びに日本の位置や領域についての基
本的な事柄を理解し、その知識を身
に付ける。
【思考・判断・表現】
地球上の位置に関する事柄につい
て、緯度・経度や世界地図・地球儀
や領域の特徴をふまえて多面的・多
角的に考察し、その過程や結果を適
切に表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球上の位置に関する事柄に対する
関心と課題意識を高め、それらを意
欲的に追究し、とらえる。

【知識・技能】
世界地図や地球儀での表現方法ならびに日本の
位置や領域についての基本的な事柄を理解し、
その知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
地球上の位置に関する事柄について、緯度・経
度や世界地図・地球儀や領域の特徴をふまえて
多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適
切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球上の位置に関する事柄に対する関心と課題
意識を高め、それらを意欲的に追究し、とらえ
ようとしている。

【指導内容】
１）地球儀と世界地図
２）地図の種類
３）地形図のルール
４）主題図の種類と読み取り

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図　・Google Earth
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のデジタルコンテンツに加え
て、地球儀の風船や大きな地図な
ど、物理的な教材も活用し、アナロ
グの地図に慣れ親しむ機会も設け

○○○

【知識・技能】
地理情報システム（GIS）についての基本的な
事柄を理解し、その知識を身に付けている。
GISから有用な情報を選択して読み取ってい
る。
【思考・判断・表現】
GISを操作し、距離や面積などの計測結果や主
題図などを表示している。
【主体的に学習に取り組む態度】
さまざまなGISを実際に使用し、GISのしくみや
GISで実行できることをとらえようとしてい
る。

【指導内容】
１）地理情報システムの役割
２）WebGISの利用

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図　・Google Earth
・ｊSTAT MAP　・ArcGIS Online
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート
以上のコンテンツに加えて、図書館
にある資料やインターネット上の
データを生徒が主体的に活用する場

単元「GISの役割」
【知識・技能】
地理情報システム（GIS）について
の基本的な事柄を理解し、その知識
を身に付ける。
GISから有用な情報を選択して読み
取る。
【思考・判断・表現】
GISを操作し、距離や面積などの計
測結果や主題図などを表示する。
【主体的に学習に取り組む態度】
さまざまなGISを実際に使用し、GIS
のしくみやGISで実行できることを
とらえる。

【定期考査】
第2部第2章「地球的課題と国際協
力」のうち、人口問題・食料問題・
都市問題に関するテストとし、基本
的な知識・技能と論理的かつ効果的
に資料読解を行う思考力や表現力を
図る。

○

○

○

○

単元「人口問題・食料問題」
【知識・技能】
さまざまな要因がからむ世界の人口
問題や食料問題について、基本的な
事柄や追究の方法を理解し、その知
識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
各国の社会状況にあった具体的な解
決が求められる世界の人口問題や食
料問題について、地域性や歴史的背
景、日常生活との関連や国際社会の
変化をふまえて多面的・多角的に考
察し、その過程や結果を適切に表現
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球規模での解決がせまられる世界
の人口問題や食料問題に対する関心
と課題意識を高め、それを意欲的に

【指導内容】
１）世界の人口
２）発展途上国の人口問題
３）先進国の人口問題
４）飢餓と飽食
５）地域で異なる食料問題への取り
組み
【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図　・Google Earth
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツに加えて、図書館
にある資料やインターネット上の
データを生徒が主体的に活用する場

【知識・技能】
さまざまな要因がからむ世界の人口問題や食料
問題について、基本的な事柄や追究の方法を理
解し、その知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
各国の社会状況にあった具体的な解決が求めら
れる世界の人口問題や食料問題について、地域
性や歴史的背景、日常生活との関連や国際社会
の変化をふまえて多面的・多角的に考察し、そ
の過程や結果を適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球規模での解決がせまられる世界の人口問題
や食料問題に対する関心と課題意識を高め、そ
れを意欲的に追究し、とらえようとしている。

○ ○

8

【知識・技能】
山地・河川・海岸など様々な環境に暮らす人々
の生活について、写真や図表の読み取りなどを
通じて基本的な事柄を理解し、その知識を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
山地・河川・海岸など様々な環境での生活の工
夫や独自の文化について、多面的・多角的に考
察し、その過程や結果を適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
山地・河川・海岸など様々な環境における伝統
的な資源の利用と文化の形成、および現代社会
における重要性について、関心と課題意識を高
め、それらを意欲的に追究し、とらえようとし
ている。

○ ○

【定期考査】

第2部 第1章 「生活文化の多様性と
国際理解」のうち、地形分野や産業
に関するテストとし、基本的な知
識・技能と論理的かつ効果的に資料
読解を行う思考力や表現力を図る。
また、第1部　第1章　「地図と地理
情報システム」のうち、地図や主題
図の読み取りの内容も含む。

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につい
て理解している。

【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計資
料や地図から適切に判断し表現できている。

○ ○

【指導内容】
１）多様な気候と分布
２）熱帯の人々の暮らし
３）温帯の人々の暮らし
４）乾燥帯の人々の暮らし
５）亜寒帯・寒帯の人々の暮らし

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図　・Google Earth
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツを、生徒が日々の
授業に対して振り返りや発展的で探
究的な学びを支援できるものとして
活用する。

【指導内容】
１）食生活と農業の分布
２）工場立地の変化
３）小売業の立地と人々の生活
４）情報産業の発達と生活文化の変
化

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図　・Google Earth
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツに加えて、図書館
にある資料やインターネット上の
データを生徒が主体的に活用する場

【知識・技能】
様々な地域の農業生産の特徴や、工業立地の特
徴、商業集積の特徴などの写真やグラフ・地図
の読み取りを通じて基本的な事柄を理解し、そ
の知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
様々な地域の農業生産の特徴や、工業立地の特
徴、商業集積の特徴などについて多面的・多角
的に考察し、その過程や結果を適切に表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な地域の農業生産の特徴や、工業立地の特
徴、商業集積の特徴などについて関心と課題意
識を高め、それらを意欲的に追究し、とらえよ
うとしている。

○ ○

単元「自然災害と防災」
【知識・技能】
様々な災害の発生メカニズムや、そ
れによってもたらされる被害の状況
についての基本的な事柄を理解し、
その知識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
様々な災害の発生メカニズムやそれ
によってもたらされる被害の状況に
ついて考察し、その過程や結果を適
切に表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な災害の発生メカニズムやそれ
によってもたらされる被害の状況に
ついての課題意識を高め、それを意
欲的に追究する。

（5組：目﨑　　）

4○○○

（7組：目﨑　　） （8組：目﨑　　）

【知識及び技能】
地球上における気候の違いと、それによって生
まれた異なる景観について、グラフ・地図や写
真の読み取りを通じて基本的な事柄を理解し、
その知識を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
気温や降水量の違いが生じるメカニズムを、緯
度ごとの太陽からうける熱量の違いや地球全体
の大気の流れなどの要因から多面的・多角的に
考察し、その過程や結果を適切に表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
気温や降水量の違いが与える地域への影響や、
生活様式や産業にもたらす変化について、関心
と課題意識を高め、それらを意欲的に追究し、
とらえようとしている。

○

5

【定期考査】

第2部 第1章「生活文化の多様性と
国際理解」のうち、文化の多様性に
関する考察の手法や、気候分野に関
するテストとし、基本的な知識・技
能と論理的かつ効果的に資料読解を
行う思考力や表現力を図る。

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につい
て理解している。

【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計資
料や地図から適切に判断し表現できている。

○

○ ○ ○

○

【指導内容】
１）世界の都市の発達
２）発展途上国の居住・都市問題
３）先進国の居住・都市問題
【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図　・Google Earth
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツに加えて、図書館
にある資料やインターネット上の
データを生徒が主体的に活用する場

7

２

学

期

３

学

期

5○○○

【知識・技能】
自然災害や人々の生活との関係性についての基
本的な事世界的な視点からみた日本列島の地形
の特徴柄を理解し、その知識を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
世界的な視点からみた日本列島の地形の特徴と
それが河川や海岸の特徴や人々の生活にもたら
す影響について考察し、その過程や結果を適切
に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界的な視点からみた日本列島の地形の特徴と
自然災害や人々の生活との関係性についての関
心と課題意識を高め、それを意欲的に追究し、
とらえようとしている。

【指導内容】
１）日本の地形
２）日本の気候

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図　・Google Earth
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツに加えて、図書館
にある資料やインターネット上の
データを生徒が主体的に活用する場
面を設ける。

単元「日本の自然環境」
【知識・技能】
自然災害や人々の生活との関係性に
ついての基本的な事世界的な視点か
らみた日本列島の地形の特徴柄を理
解し、その知識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
世界的な視点からみた日本列島の地
形の特徴とそれが河川や海岸の特徴
や人々の生活にもたらす影響につい
て考察し、その過程や結果を適切に
表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界的な視点からみた日本列島の地
形の特徴と自然災害や人々の生活と
の関係性についての関心と課題意識
を高め、それを意欲的に追究する。

7○○○

【知識・技能】
地域調査の手順や注意すべきことを理解してい
る。
身近な地域の特徴を理解するため、地図や統
計・画像などの諸資料を収集し、有用な情報を
選択して、読み取ったり図表にまとめたりして
いる。
【思考・判断・表現】
身近な地域の特徴を、設定したテーマに沿って
とらえ、明らかになったことを適切に表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な地域の特徴を明らかにするために、意欲
的に地域について調べている。

【指導内容】
１）調査テーマの設定
２）資料調査・発表

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図　・Google Earth
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツに加えて、図書館
にある資料やインターネット上の
データを生徒が主体的に活用する場
面を設ける。

単元「地域の展望」
【知識・技能】
地域調査の手順や注意すべきことを
理解する。
身近な地域の特徴を理解するため、
地図や統計・画像などの諸資料を収
集し、有用な情報を選択して、読み
取ったり図表にまとめる。
【思考・判断・表現】
身近な地域の特徴を、設定したテー
マに沿ってとらえ、明らかになった
ことを適切に表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な地域の特徴を明らかにするた
めに、地域について調べる。

5○○○

【知識・技能】
様々な災害の発生メカニズムや、それによって
もたらされる被害の状況についての基本的な事
柄を理解し、その知識を身に付けている
【思考・判断・表現】
様々な災害の発生メカニズムやそれによっても
たらされる被害の状況について考察し、その過
程や結果を適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な災害の発生メカニズムやそれによっても
たらされる被害の状況についての課題意識を高
め、それを意欲的に追究し、とらえようとして
いる。

１）地震・津波と防災
２）火山災害と防災

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用する。
・地理院地図　・Google Earth
課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツに加えて、図書館
にある資料やインターネット上の
データを生徒が主体的に活用する場
面を設ける。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理歴史

事象の意味や特色、相互の関連を、多面的、多角的に考察したり、課題解決を構想したりする力

持続可能な社会の実現に向けて、自ら主体的に授業や社会に関わろうとする力

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】

合計
70

12

中間考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○

配当
時数

〇 12

【指導事項】
＜第Ⅲ部　第６章　世界秩序の変
容と日本＞
①石油危機
②アジア諸地域の経済発展
③市場開放と経済の自由化
④情報技術革命とグローバリゼー
ション
⑤冷戦の終結とソ連の崩壊
⑥現代の東アジア
⑦東南アジア・アフリカ・ラテン
アメリカの民主化
⑧地域統合の拡大と変容
⑨地域紛争と国際社会
「現代的な諸課題の形成と展望」
について考察し・表現する
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇 〇

1

〇 11

１

学

期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

【知識及び技能】
市民革命、ナショナリズム、明治維
新、日本の産業革命、帝国主義など
について、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
市民革命などについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
帝国主義などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

○

○ 10

○

【指導事項】
＜第Ⅰ部　第２章　国民国家と明
治維新＞
①市民革命
②国民国家とナショナリズム
③明治維新
④日本の産業革命
⑤帝国主義
⑥変容する東アジアの国際秩序
⑦日露戦争と東アジアの変動
「近代化と現代的な諸課題」につ
いて考察・表現する
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
市民革命、ナショナリズム、明治維新、日本
の産業革命、帝国主義などについて、基本的
な知識を理解している。諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
につけている。
【思考・判断・表現】
市民革命などについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
帝国主義などの歴史事象を材料として、より
よい社会の実現をめざして課題を主体的かつ
対話的に学びを深め、追究しようとしてい
る。

○ ○

期末考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○

３

学

期

【知識及び技能】
脱植民地化と第三世界の形成、核兵
器をめぐる緊張と緩和、高度経済成
長などについて、基本的な知識を理
解する。諸資料から様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
脱植民地化などについての諸資料を
読みとくことを通して、歴史事象の
特徴について多面的・多角的に考
察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
高度経済成長などの歴史事象を材料
として、よりよい社会の実現をめざ
して課題を主体的かつ対話的に学び
を深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
＜第Ⅲ部　第５章　冷戦と世界経
済＞
「グローバル化と私たち」につい
て問いを表現する
①冷戦下の地域紛争と脱植民地化
②東西両陣営の動向と1960年代の
社会
③軍拡競争から緊張緩和へ
④地域連携の形成と展開
⑤計画経済とその波及
⑥日本の高度経済成長
⑦アジアのなかの戦後日本
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇

２

学

期

【知識及び技能】
第一次世界大戦と戦後の国際協調体
制の成立、ソヴィエト連邦の成立な
どについて、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
ヴェルサイユ体制などの歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
＜第Ⅱ部　第３章　総力戦と社会
運動＞
「国際秩序の変化や大衆化と私た
ち」について問いを表現する
①第一次世界大戦の展開
②ソヴィエト連邦の成立とアメリ
カ合衆国の台頭
③ヴェルサイユ体制とワシントン
体制
④世界経済の変容と日本
⑤アジアのナショナリズム
⑥大衆の政治参加
⑦消費社会と大衆文化
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
第一次世界大戦と戦後の国際協調体制の成
立、ソヴィエト連邦の成立などについて、基
本的な知識を理解している。諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につけている。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
ヴェルサイユ体制などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

〇 〇

【知識及び技能】
ドルショックとオイルショック、開
発独裁、冷戦の終結とソ連の崩壊、
地域統合と地域紛争などについて、
基本的な知識を理解する。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
石油危機などについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦終結などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

【知識及び技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の
国際経済体制の成立、冷戦、日本の
占領などについて、基本的な知識を
理解する。諸資料から様々な情報を
適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦などの歴史事象を材料として、
よりよい社会の実現をめざして課題
を主体的かつ対話的に学びを深め、
追究する態度を養う。

【指導事項】
＜第Ⅱ部　第４章　経済危機と第
二次世界大戦＞
①世界恐慌の時代
②ファシズムの慎重と共産主義
③日中戦争への道
④第二次世界大戦の展開
⑤第二次世界大戦下の社会
⑥国際連合と国際経済体制
⑦占領と戦後改革
⑧冷戦の始まりと東アジア諸国の
動向
⑨日本の独立と日米安全保障条約
「国際秩序の変化や大衆化と現代
的な課題」について考察・表現す
る
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇

中間考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○

期末考査

地理歴史

（１・４・５・６・７組：小栗） （２・３・８組：小野寺）

【指導事項】
歴史の扉　①歴史と私たち
　　　　　②歴史の特質と資料
＜第Ⅰ部　第１章　結びつく世界
と日本の開国＞
「近代化と私たち」について問い
を表現する
①１８世紀の東アジアにおける社
会と経済
②貿易が結んだ世界と日本
③産業革命
④中国の開港と日本の開国
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識及び技能】
産業革命による工業化、中国の開港
と日本の開国、世界市場の形成など
について、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
世界市場の形成などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
産業革命などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

【知識・技能】
産業革命による工業化、中国の開港と日本の
開国、世界市場の形成などについて、基本的
な知識を理解している。諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
につけている。
【思考・判断・表現】
世界市場の形成などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
産業革命などの歴史事象を材料として、より
よい社会の実現をめざして課題を主体的かつ
対話的に学びを深め、追究しようとしてい
る。

○ ○

日本や世界の地域的特色や歴史の展開について理解するとともに、地図や統計、史料を読み取る力

近現代の歴史の変化に関わる諸事象につい
て、よりよい社会の実現を視野に課題を主体
的に追究、解決しようとする態度を養うとと
もに、他国や他国の文化を尊重することの大
切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

歴史総合
地理歴史 歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知識：近現代の歴史の変化に関わる諸事象につ
いて、世界とその中の日本を広く相互的な視野
から捉え、近現代の歴史を理解する。
技能：諸資料から歴史に関する様々な情報を適
切に調べまとめる技能を身につける。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意
義、特色などを、概念などを活用して多面
的・多角的に考察し、考察したことを効果的
に説明したり、それらを基に議論したり表現
する力を養う。

『現代の歴史総合　みる・読みとく・考える』改訂版（山川出版社）

1

【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○ 1

学年末考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○ 1

〇 9

11



年間授業計画

高等学校 令和８年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３

学

期

図形と計量
正弦定理，余弦定理について理解
し，それらを適切に用いて三角形の
辺や角を求められるようにし，あわ
せて三角形の面積も求められるよう
にする。また，これらのことを空間
図形を含む様々な事象に活用できる
ようにする。

正弦定理
余弦定理
正弦定理と余弦定理の応用
三角形の面積
空間図形への応用

【知識・技能】
正弦定理・余弦定理を理解し，三角形の辺の
長さや角の大きさを求めることができる
正弦定理・余弦定理を用いて，外接円の半径
や三角形の面積を求めることができる
三角比，正弦定理，余弦定理を空間図形の計
量に応用できる
【思考・判断・表現】
図形の構成要素間の関係に着目し，適切な定
理を選択して考察できる
正弦定理・余弦定理の意味や成り立ちを，図
形的に説明できる
空間図形の問題を平面図形に帰着させ，論理
的に処理できる
【主体的に取り組む態度】
三角形の解法や定理の有用性に関心をもち，
積極的に問題に取り組もうとする
図や定理を活用して，よりよい解決方法を探
ろうとする
日常や社会の事象に数学を応用しようとする

〇 〇 〇 19

データの分析
データの散らばり具合や傾向を数値
化する方法を考察する力，目的に応
じて複数の種類のデータを収集し，
適切な統計量やグラフ，手法などを
選択して分析を行い，データの傾向
を把握して事象の特徴を表現する
力，不確実な事象の起こりやすさ着
目し，首長の妥当性について，実験
などを通して判断したり，批判的に
考察したりする力などを養う。

データの整理
データの代表値
データの散らばりと四分位数
分散と標準偏差
２つの変量の間の関係
仮説検定の考え方

【知識・技能】
度数分布表，ヒストグラム，代表値，分散・
標準偏差の意味を理解している
箱ひげ図や相関係数を用いて，データの特徴
を数値化できる
仮説検定の考え方を理解している
【思考・判断・表現】
データの散らばりや相関に着目し，適切な方
法で分析できる
複数の統計量を比較し，事象の特徴を的確に
説明できる
相関関係と因果関係を区別して考察できる
【主体的に取組む態度】
身近なデータを収集し，目的に応じて分析し
ようとする
データに基づいて判断し，結果を振り返ろう
とする
統計的な考え方を日常生活に生かそうとする

〇 〇 〇

9

合計

105

定期考査 〇 〇 1

〇 〇 1

図形と計量
三角比の意味やその基本的な性質に
ついて理解し，三角比を用いた計量
を行うなど，三角比を事象の考察に
活用できるようにする。

三角比
三角比の相互関係
三角比の拡張

【知識・技能】
直角三角形における正弦・余弦・正接の意味
を理解し，値を求めることができる
三角比の相互関係を理解し，1つの値から他の
三角比の値を求めることができる
三角比を鋭角から鈍角へと拡張できる
三角比を用いて，辺の長さや角の大きさを求
めることができる
【思考・判断・表現】
三角形の辺と角の関係に着目し，数量関係を
数式で表現できる
図を活用して三角比の関係を考察し，論理的
に説明できる
日常の事象や直線と座標軸のなす角などを三
角比で表現し，考察できる
【主体的に取り組む態度】
三角比の性質や相互関係に関心をもち，自ら
調べようとする
図を積極的に用いて，理解を深めようとする
三角比を日常生活や社会の事象に活用しよう
とする

〇 〇 〇 9

２

学

期

２次関数
2次関数の最大値，最小値をグラフ
を用いて求められるようにし，それ
を様々な事象の考察に活用できるよ
うにする。また，条件から2次関数
を決定できるようにする。

2次関数の最大・最小
2次関数の決定
2次方程式

【知識・技能】
2次関数の式を平方完成し，軸や頂点を求める
ことができる
放物線の平行移動や対称移動について理解し
ている
2次関数が最大値・最小値をもつことを理解し
ている
定義域に制限がある場合の最大値・最小値を
求めることができる
【思考・判断・表現】
表・式・グラフを相互に関連付けて，2次関数
の特徴を多面的に考察できる
グラフの動きと最大値・最小値の変化を関連
付けて考察できる
実生活の事象を2次関数で表現し，最大・最小
の問題を解決できる
【主体的に取り組む態度】
放物線の性質や変形に興味・関心をもち，自
ら調べようとする
グラフを積極的に活用し，理解を深めようと
する
日常生活における最大・最小の問題に数学を
活用しようとする

〇 〇 〇 12

定期考査 〇 〇 1

2次関数
2次不等式も2次関数のグラフとx軸
の関係から考察し，2次不等式が解
けるようにする。

2次関数のグラフとx軸の位置関係
2次不等式

【知識・技能】
因数分解や解の公式を用いて2次方程式を解く
ことができる
判別式と実数解の個数の関係を理解している
2次関数のグラフを用いて2次不等式を解くこ
とができる
2次の連立不等式を解くことができる
【思考・判断・表現】
2次関数の値の符号と不等式の解を相互に関連
付けて考察できる
グラフと式の対応関係を基に，解の意味を論
理的に説明できる
身近な問題を2次方程式・2次不等式として表
現し，解決できる
【主体的に取り組む態度】
図やグラフを積極的に利用して，理解を深め
ようとする
問題の解の意味や条件について振り返り，よ
りよい解釈を考えようとする
身近な事象を2次不等式で解決しようとする

〇 〇 〇 10

定期考査

【知識・技能】
関数の意味や関数の表記を理解している
2つの数量の関係を関数式で表すことができる
定義域に制限がある1次関数のグラフをかき，
値域を求めることができる
【思考・判断・表現】
2次関数の値の変化を，表・式・グラフを関連
付けて考察できる
日常生活に見られる数量の関係を関数として
表現し，その特徴を説明できる
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な現象を関数で表そうとし，具体例を見
つけて考察しようとする
座標平面やグラフを用いて理解を深めようと
する

○ ○ ○ 15

定期考査 ○ ○ 1

１

学

期

数と式
式を扱うための基本的な用語や計算
方法について理解する。また，式を
1つの文字に着目して整理したり，1
つの文字におき換えたりするなど，
目的に応じた式の見方ができるよう
にし，既に学習した計算方法と関連
付けるなど，式を多面的に捉える力
を培う。

数と式
多項式の加法と減法
多項式の乗法
因数分解
実数
根号を含む式の計算
不等式の性質
1次不等式
絶対値を含む方程式・不等式

【知識・技能】
多項式・単項式・同類項・次数などの用語を
理解し，式を整理・計算できる
多項式の加法・減法・乗法，因数分解の公式
を理解し，適切に用いることができる
実数（有理数・無理数）の定義や性質を理解
し，根号を含む式や絶対値を含む式の計算が
できる
不等式の性質を理解し，1次不等式や絶対値を
含む方程式・不等式を解くことができる
【思考・判断・表現】
目的に応じて式を変形・整理し，見通しを
もって計算や因数分解を行うことができる
数の体系の拡張（実数）を踏まえ，数直線と
結び付けて大小関係や距離を考察できる
不等式の解の意味を等式と比較し，数量関係
を論理的に説明できる
身近な事象を数や式・不等式で表現し，問題
解決に活用できる
【主体的に学習に取り組む態度】
式の整理や変形の工夫に関心をもち，よりよ
い方法を考えようとする
展開と因数分解，不等式とグラフなどの関係
に着目し，自ら確かめようとする
数や式の性質を振り返り，学習した内容を体
系的に整理しようとする

○ ○ ○ 18

定期考査 ○ ○ 1

集合と命題
中学校までに取り扱ってきた数を実
数としてまとめて数の体系について
の理解を深め，実数が四則演算に関
して閉じていることや，直線上の点
と1対1に対応していることなどにつ
いて理解する。また，簡単な無理数
の四則計算や分母の有理化ができる
ようにする。

命題と条件
命題と証明

【知識・技能】
命題，条件，必要条件・十分条件，逆・裏・
対偶の定義を理解している
ド・モルガンの法則や反例の意味を理解して
いる
対偶による証明法や背理法の考え方を理解し
ている
【思考・判断・表現】
条件を否定したり整理したりして，命題を論
理的に考察・説明できる
命題の内容に応じて，直接証明・対偶・背理
法を適切に選択できる
【主体的に学習に取り組む態度】
命題と集合の関係に着目し，真偽を自ら調べ
ようとする
証明の方法のよさに気付き，進んで証明に挑
戦しようとする
論理的な考え方を日常的な判断にも生かそう
とする

○ ○ ○ 8

2次関数
関数とそのグラフについて理解す
る。また，2次関数のグラフの特徴
について，頂点の平行移動と関連付
けて理解し，2次関数のグラフがか
けるようにする。

関数とグラフ
2次関数のグラフ

保谷

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。

（5組：廣森　） （6組：吉開　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅰ

（1組：吉開　） （2組：吉開　） （3組：廣森　　） （4組：吉開　　）

数学 数学Ⅰ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析に
ついての基本的な概念や原理・法則を体系的に理
解するとともに，事象を数学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能
を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりす
る力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表
現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互
に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らば
りや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決した
り，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

改訂版　高等学校　数学Ⅰ

数学

事象を数学的に考察する能力を培う。また問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

（7組：廣森　） （8組：吉開　）



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（１組：塚原） （２組：五十里） （３組：吉開） （４組：塚原） （５組：塚原） （６組：五十里） （７組：五十里） （８組：塚原）

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計
70

保谷 数学 数学A
数学 数学A 2

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
集合、場合の数と確率、図形の性質についての基本
的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，数学と人間の活動の関係について認識を深め，
事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見
いだし，論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，
確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断す
る力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数
学の構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとする態度や創造性の基
礎を培う。

改訂版高等学校数学A(数研出版）

改訂版4プロセス数学Ⅰ＋A

態
配当
時数

１
学
期

1章　場合の数と確率
場合の数を求めるための基本的な考え方
について理解する。また，様々な場合の
数を求めるための公式について，それを
適用するだけにとどまらず，公式が導出
される過程についても理解し，様々な場
合の数に応用できるような力を培う。

①集合の要素の個数
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○ 〇 1

〇 〇 〇

10

1章　場合の数と確率
場合の数を求めるための基本的な考え方
について理解する。また，様々な場合の
数を求めるための公式について，それを
適用するだけにとどまらず，公式が導出
される過程についても理解し，様々な場
合の数に応用できるような力を培う。

②場合の数
③順列
④組合せ
⑤事象と確率
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○

1

〇

定期考査 〇 〇 〇

〇 10

1

1章　場合の数と確率
確率の意味とその表し方や性質について
理解し，場合の数の求め方を活用するな
どして，様々な事象の確率を求められる
ようにする。また，試行の独立について
理解を深め，反復試行の確率や条件付き
確率を求められるようにする。さらに，
期待値について理解し，それを求められ
るようにするとともに，様々な判断に用
いるような姿勢を養う。

⑥確率の基本性質
⑦独立な試行と確率
⑧条件付き確率
⑨期待値
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○ 16

2章　図形の性質
平面図形の様々な性質について，その証
明を含めて理解し，それを様々な事象の
考察や，新たな性質の証明などに活用で
きるような力を培う。

定期考査 ○ ○ 〇

定期考査

1

２
学
期

２
学
期

〇 23

定期考査 〇 〇 〇 1

３
学
期

2章　図形の性質
平面図形の様々な性質について，その証
明を含めて理解し，それを様々な事象の
考察や，新たな性質の証明などに活用で
きるような力を培う。
様々な空間図形の性質について，平面図
形との違いにも注目しながら理解し，
様々な事象の考察に活用できるようにす
る。

④円に内接する四角形
⑤円と直線
⑥2つの円
⑦作図
⑧直線と平面
⑨多面体
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】図形の構成要素間の関係など
に着目し，図形の性質を見いだし，論理的に
考察する力，図形の性質についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。
【思考・判断・表現】図形の構成要素間の関
係などに着目し，図形の性質を見いだし，論
理的に考察する力，数理的に考察する力を養
う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

〇 〇

①三角形の角の二等分線と辺の比
②三角形の外心・内心・重心
③チェバの定理・メネラウスの定
理
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】図形の性質についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

〇



年間授業計画

高等学校 令和８年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

（5組：竹内） （6組：田代）

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎

（1組：竹内） （2組：竹内） （3組：田代） （4組：田代）

理科 化学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物質と
その変化について理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

実教出版　化基９０２　化学基礎　新訂版

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

2

2

○定期考査 共通問題で行う。
振り返りを行う。

○

単元 物質の構成
【知識及び技能】
粒子の熱運動と温度および物質の三
態変化との関係について理解する。
原子の構造および陽子，中性子，電
子の性質を理解する。同位体の定義
とその性質を理解する｡

　
【思考力、判断力、表現力等】
物質の物理的，化学的性質を調べる
ことにより，物質が数種類に分類で
きることを実験的･論理的に考え，
表現することができるようにする。
物質の状態変化について粒子の運動
をもとに考えることができるように
する。

【学びに向かう力、人間性等】
物質の構造や性質に関する事象に関
心をもち，意欲的に物質を探究でき
るようにする。

単元 物質と化学結合
【知識及び技能】
元素の周期律および原子の電子配置
と周期表の族や周期との関係につい
て理解する。陽イオンと陰イオン間
の静電気的引力によりイオン結合が
形成されることを理解する。イオン
結晶の組成式のつくりかたやイオン
結晶の性質を理解する｡分子中の原
子の結合および分子の構造を表す方
法を理解する。金属元素の結合と性
質を理解する｡また，種々の金属に
ついて理解する。それぞれの化学結
合によってできた結晶について，そ
の性質や構成粒子などを比較し，理
解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
イオン結合でできた物質に共通する
性質について，推論することができ
る。水溶液中や溶融した状態のイオ
ンの挙動をイメージし，表現するこ
とができる。電気陰性度を理解し，
分子の形と合わせて極性について考
えることができる。身近な物質を化
学結合の種類と結び付けて考えるこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
どのように金属元素どうしが結びつ
いているのかについて探究しようと
する。金属に共通する性質につい
て，探究しようとする。身近な物質
を化学結合の種類と結び付けて考え
ることができる。

・教材
　ゼミナール化学基礎　浜島書店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
身のまわりの物質を純物質と混合物に分類す
ることができる。物質を探究するための具体
的な方法を身につけている。粒子の熱運動と
粒子間にはたらく力との関係を理解してい
る。
　
【思考・判断・表現】
実験3「ヨウ素の分離」において，実験結果を
考察し，発表することができる。
物質の物理的，化学的性質を調べることによ
り，物質が数種類に分類できることを実験的･
論理的に考え，表現することができる。
物質の状態変化について粒子の運動をもとに
考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
物質の構造や性質に関する事象に関心をも
ち，意欲的に物質を探究しようとしている。
身近な物質の三態変化と，粒子の熱運動と温
度との関係に関心をもち，それらを意欲的に
探究しようとしている。また，意欲的に
「やってみよう」「考えてみよう」に取り組
んでいる。

○ ○ ○

定期考査

○ 12

共通問題で行う。
振り返りを行う。 ○ ○ 2

合計

70

定期考査 共通問題で行う。
振り返りを行う。

○ ○

○ 12

（7組：竹内） （8組：田代）

保谷

３
学
期

単元 酸化還元反応
【知識及び技能】
酸素，水素，電子の授受に基づく定
義を理解する。酸化数の求め方，酸
化数の変化と酸化・還元の関係を理
解する。また，酸化剤・還元剤の定
義を知り，両者の反応が酸化還元反
応であること理解する。日常生活や
社会との関わりの例として，電池や
金属の製錬を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
酸化還元反応が電子の授受による反
応であることを理解する。金属の酸
化されやすさの尺度であるイオン化
傾向について学習し，個々の金属の
イオン化傾向と反応性の関係を探
る。

【学びに向かう力、人間性等】
酸化数の求め方，酸化数の変化と酸
化・還元の関係を理解する。また，
酸化剤・還元剤の定義を知り，両者
の反応が酸化還元反応であること理
解する。

・教材
　ゼミナール化学基礎　浜島書店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
酸化・還元の定義を理解し，酸化と還元が同
時に起こることを理解している。
酸化数の定義を理解している。
酸化剤・還元剤について理解し，酸化反応・
還元反応で起こるイオン反応式を書くことが
できる。
イオン反応式から反応全体の化学反応式を導
くことができる。
酸化還元反応の量的関係を理解している。
金属のイオン化傾向を，酸化還元反応と関連
付けて理解している。
　
【思考・判断・表現】
酸化数の定義を理解し，これらの定義を適用
できる反応を見出すことができる。
実験13「金属のイオン化傾向と金属樹｣を行
い，金属のイオン化傾向を系統的に整理し，
表現することができる。また，得られた知識
から，どのような反応が起こるかを推察する
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近な現象と酸化還元反応を関連付けて考え
ることができる。酸化還元反応に関心をも
ち，電子の授受という観点から化学反応をと
らえ，意欲的に探究しようとしている。

○ ○

２
学
期

単元 物質量と化学反応式
【知識及び技能】
原子量や分子量などに単位グラムを
つけた質量中には，同数の原子や分
子などが含まれることを理解させ，
その具体的な数値が6.0×1023個
で，この粒子の集団を1 molという
ことを知る｡溶液の濃さを表す方法
を学習し，質量パーセント濃度，モ
ル濃度の計算を習得する。簡単な化
学反応式とイオン反応式が書けるよ
うになる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
非常に小さな質量の原子や分子の質
量は，12Ｃを基準にした相対質量で
表されることを知る｡また，原子量
は，同位体の各原子の相対質量の平
均値であることを理解する｡　簡単
な化学反応式とイオン反応式が書け
るようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
溶液の濃度の表し方について探究し
ようとする。いろいろな物質の化学
変化に注目し，化学変化の量的関係
を物質量と関連付けて考察しようと
するとともに，意欲的にそれらを探
究しようとする。

・教材
  ゼミナール化学基礎　浜島書店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
原子量･分子量･式量と物質量の関係を論理的･
分析的･包括的に理解している。
物質量を用いた基本的な計算ができる。
化学式が使用できるとともに，原子量･分子
量･式量･物質量の知識を身につけている。物
質量と気体の体積の関係を理解している。モ
ル濃度が，溶液の体積と溶質の物質量との関
係を表していることを理解している。溶液調
製に必要な実験器具を適切に取り扱い，目的
とする濃度の水溶液を調製する技能を習得し
ている。基本的な化学式，化学反応式を書く
技能を習得している。
　
【思考・判断・表現】
質量パーセント濃度とモル濃度の違いを表現
することができる。化学式，化学反応式を書
く技能を習得し，的確に表現することができ
る。
実験8「化学反応式の量的関係」を行い，反応
式の係数が，物質量の比を表していることを
見出すことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
溶液の濃度の表し方について探究しようとし
ている。いろいろな物質の化学変化に注目
し，化学変化の量的関係を物質量と関連づけ
て考察しようとするとともに，意欲的にそれ
らを探究しようとしている。

○ ○

定期考査 共通問題で行う。
振り返りを行う。

○

12

・教材
　ゼミナール化学基礎　浜島書店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
原子は原子核と電子からなっていて，価電子
が物質の性質を決めていることを理解してい
る。同位体についての正しい知識を身につけ
ている。元素の性質が電子配置と関係してお
り，現在の周期表がつくられていることを理
解することができる。イオン結合がイオン間
の静電気的な引力による結合であることを理
解している。共有結合を電子配置と関連づけ
て理解している。配位結合について理解して
いる。分子の電子式・構造式を書くことがで
きる。電気陰性度を理解している。分子に働
く力を理解し，分子結晶や高分子化合物につ
いて理解している。金属結合が自由電子の介
在した結合であることを理解している。

【思考・判断・表現】
原子構造の簡単なモデルを描く技能を習得
し，的確に表現することができる。イオンの
生成を電子配置と関連づけて考えることがで
きる。イオン結合でできた物質に共通する性
質について，推論することができる。水溶液
中や溶融した状態のイオンの挙動をイメージ
し，表現することができる。
実験5「分子模型の製作」を通して，分子の結
合と形について考えることができる。
電気陰性度を理解し，分子の形とあわせて極
性について考えることができる。
実験6「分子の極性と溶解」を行い極性につい
ての理解を深め，実験で得た知識を発表する
ことができる。自由電子と金属の性質を結び
付けて考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
元素の性質に興味をもち，元素の性質が周期
的に変わることを探究しようとしている。イ
オン結合でできた物質の性質について探究し
ようとしている。分子からなる物質や，共有
結合の結晶の性質について探究しようとして
いる。金属元素どうしがどのように結びつい
ているのかについて探究しようとしている。
金属に共通する性質について，探究しようと
している。

定期考査 共通問題で行う。
振り返りを行う。

○ ○ 2

○ ○ ○ 12

○ ○ ○ 12

単元 酸と塩基
【知識及び技能】
水素イオン濃度とpHとの関係を知
り，pHの値で，水溶液の酸性・塩基
性の程度がわかることを理解する。
酸と塩基が反応するとたがいの性質
を打ち消し，塩を生成することを理
解し，また，塩の分類と塩の水溶液
の液性を理解する。H＋とOH－とが
1：1で反応することを知り，また，
中和滴定の計算を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
酸･塩基の価数・強弱の関係を理解
し，電離度に関連付けて考察するこ
とができる。酸性，塩基性の程度と
pHの関係を理解し，pHの指標の便利
さと実用性を理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
酸と塩基が反応するとたがいの性質
を打ち消し，塩を生成することを理
解し，また，塩の分類と塩の水溶液
の液性を理解する。H＋とOH－とが
1：1で反応することを知り，また，
中和滴定の計算を理解する。

・教材
　ゼミナール化学基礎　浜島書店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
酸･塩基の定義を理解し，日常生活と関連つけ
て酸･塩基の反応を捉えることができる。
酸･塩基の価数・強弱の関係を理解している。
酸性，塩基性の程度とpHの関係を理解してい
る。
実験10「pHの測定」を行い，pH試験紙やpH
メーターでいろいろな溶液や身近な物質のpH
を測定する技能を習得している。
中和反応における量的関係を理解している。
実験11「中和滴定」を行い，メスフラスコ，
ビュレット，ホールピペットなどの実験器具
の取り扱いを習得している。
酸･塩基の量的関係から濃度未知の酸や塩基の
濃度を実験で求める技能を習得している。
　
【思考・判断・表現】
酸･塩基の化学式や酸･塩基の反応を通して，
酸と塩基の共通性を見出し，酸･塩基の定義を
理解できる。酸･塩基の価数・強弱の関係を理
解し，電離度に関連付けて考察することがで
きる。
実験10「pHの測定」を行い，さまざまな酸・
塩基の強弱について考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
酸・塩基はどのような物質であるか探究する
とともに，酸性，塩基性の程度を表す方法を
探究しようとしている。

2

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （1･2･6･8組：　渡辺　）（3･4･5･7組：　佐藤　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

３
学
期

70

15

C 生物の多様性と生態系
【知識及び技能】
生物の多様性と生態系について，次の
ことを理解するとともに，それらの観
察，
実験などに関する技能を身に付けるこ
と。また，生態系の保全の重要性につ
いて認
識すること。

【思考力、判断力、表現力等】
生物の多様性と生態系について，観
察，実験などを通して探究し，生態系
におけ
る，生物の多様性及び生物と環境との
関係性を見いだして表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとする態度と，生命
を尊重し，自然環境の保全に寄与する
態度を養う。

ヒトの体の調節
【知識及び技能】
ヒトの体の調節について，次のことを
理解するとともに，それらの観察，実
験な
どの技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
ヒトの体の調節について，観察，実験
などを通して探究し，神経系と内分泌
系に
よる調節及び免疫などの特徴を見いだ
して表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとする態度と，生命
を尊
重する態度を養う。

○

【知識・技能】
　生態系の関係図や、グラフ等の読み取り方法を理
解している。資料や観察から情報を収集し、読み取
り、まとめる基礎的・基本的な技能を身に付いてい
る。

【思考・判断・表現】
　実験結果やグラフ等を用いた効果的な伝え方につ
いて、多面的・多角的に考察し、表現することがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　様々な活動の中で探究的に学ぼうとする態度があ
る。クラスメイトと話し合いの中で積極的に問題を
解決しようとする姿勢が見られる。

○

○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究
しようとする態度と，生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

生物の特徴
【知識及び技能】
生物の特徴について，次のことを理解
するとともに，それらの観察，実験な
どに
関する技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
生物の特徴について，観察，実験など
を通して探究し，多様な生物がもつ共
通の特徴を見いだして表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとする態度と，生命
を尊重する態度を養う。

【指導事項】
・探究のプロセスや手法を理解す
る。顕微鏡の使い方を習得する。
・多様な生物にも共通性があること
を理解する。多様な生物に共通性が
見られる理由について理解する。
・生命活動にはエネルギーが必要で
あることを理解する。生命活動には
ATPのエネルギーが利用されているこ
とを理解する。
・呼吸や光合成ではATPが合成されて
いることを理解する。生体内の化学
反応が，酵素のはたらきによって進
行していることを理解する。
・DNA の構造に関する資料に基づい
て，遺伝情報を担う物質としてのDNA
の特徴を見いだして理解するととも
に，塩基の相補性とDNA の複製を関
連付けて理解すること。

【知識・技能】
　顕微鏡の使用方法や、グラフ等の読み取り方法を
理解している。実験方法や歴史から情報を収集し、
読み取り、まとめる基礎的・基本的な技能を身に付
いている。

【思考・判断・表現】
　実験結果やグラフ等を用いた効果的な伝え方につ
いて、多面的・多角的に考察し、表現することがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　顕微鏡を用いて探究的に学ぼうとする態度があ
る。クラスメイトと話し合いの中で積極的に問題を
解決しようとする姿勢が見られる。

30

25

【指導事項】
・体の調節に関する観察，実験など
を行い，体内での情報の伝達が体の
調節に関係していることを見いだし
て理解すること。
・体内環境の維持の仕組みに関する
資料に基づいて，体内環境の維持と
ホルモンの働きとの関係を見いだし
て理解すること。また，体内環境の
維持を自律神経と関連付けて理解す
ること。
・免疫に関する資料に基づいて，異
物を排除する防御機構が備わってい
ることを見いだして理解すること。

【知識・技能】
・体内での情報伝達が，からだの状態の調節に関係
していることを理解する。
・自律神経系と内分泌系が，からだを調節するしく
みを理解する。
・自律神経系と内分泌系のはたらきによって血糖濃
度が調節されるしくみを理解する。
・糖尿病の原因を理解する。
・自然免疫・適応免疫のしくみと，それにはたらく
細胞の役割を理解する。
・免疫記憶のしくみを理解する。
・免疫のはたらきが低下したり過敏になったりする
ことで起こる病気や，免疫のしくみを利用した医療
について理解する。
【思考・判断・表現】
・運動によって心拍数が増加するしくみを考察し，
説明できる。
・健康な人の食事の前後における血糖濃度・インス
リン濃度のグラフをもとに，血糖濃度とインスリン
分泌の関係に気づき，説明できる。
・健康な人と糖尿病患者の食後の血糖濃度・インス
リン濃度のグラフの比較に基づいて，糖尿病患者の
血糖濃度が低下しない理由を考察し，説明できる。
・同じ抗原が2回体内に侵入したときの抗体産生量の
グラフから，抗体産生の速さや抗体量の違いを読み
取り，説明できる。・免疫の学習内容をもとに，未
知の病原体に対する免疫のはたらきを考察し，自分
の考えを述べることができる。【主体的に学習に取
り組む態度】
身近な経験から、クラスメイトと話し合いの中で積
極的に問題を解決しようとする姿勢が見られる。・
体内での情報伝達が，からだの状態の調節に関係し
ていることを理解する。
・自律神経系と内分泌系が，からだを調節するしく
みを理解する。
・自律神経系と内分泌系のはたらきによって血糖濃
度が調節されるしくみを理解する。
・糖尿病の原因を理解する。
・自然免疫・適応免疫のしくみと，それにはたらく
細胞の役割を理解する。
・免疫記憶のしくみを理解する。
・免疫のはたらきが低下したり過敏になったりする
ことで起こる病気や，免疫のしくみを利用した医療
について理解する。

【思考・判断・表現】
・運動によって心拍数が増加するしくみを考察し，
説明できる。
・健康な人の食事の前後における血糖濃度・インス
リン濃度のグラフをもとに，血糖濃度とインスリン
分泌の関係に気づき，説明できる。
・健康な人と糖尿病患者の食後の血糖濃度・インス
リン濃度のグラフの比較に基づいて，糖尿病患者の
血糖濃度が低下しない理由を考察し，説明できる。
・同じ抗原が2回体内に侵入したときの抗体産生量の
グラフから，抗体産生の速さや抗体量の違いを読み
取り，説明できる。
・免疫の学習内容をもとに，未知の病原体に対する
免疫のはたらきを考察し，自分の考えを述べること
ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近な経験から、クラスメイトと話し合いの中で積
極的に問題を解決しようとする姿勢が見られる。

○

【指導事項】
・植生の遷移に関する資料に基づい
て，遷移の要因を見いだして理解す
ること。
また，植生の遷移をバイオームと関
連付けて理解すること。
・生態系と生物の多様性に関する観
察，実験などを行い，生態系におけ
る生物の
種多様性を見いだして理解するこ
と。また，生物の種多様性と生物間
の関係性とを関連付けて理解するこ
と。
・生態系のバランスに関する資料に
基づいて，生態系のバランスと人為
的攪乱を関連付けて理解すること。
また，生態系の保全の重要性を認識
すること。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

１
学
期

○

態思 配当
時数

合計

理科 生物基礎

観察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象について理解するととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能を身に付
けるようにする。

理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

高等学校　生物基礎　啓林館

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎



年間授業計画

高等学校 令和８年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（1～8組：青木・大山・三浦・指田・阿部・上島）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに継続するための理論に
ついて理解しているとともに、目的に応じた技能を身に付けている。また、個人及び社会生活における健
康・安全について総合的に理解しているとともに、技能を身に付けている。

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組
む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一
人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てると
ともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的・計画的な実践を通して，運動の楽し
さや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため，運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに，技
能を身に付ける。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を
発見し，合理的・計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝
える力を養う。

保健体育

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて、課題に応じた運動の取り組み方や目的に応
じた運動の組み合わせ方を工夫しているとともに、それらを他者に伝えている。また、個人及び社会生活
における健康に関する課題を発見し、その解決を目指して総合的に思考し判断しているとともに、それら
を他者に伝えている。

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、運動の合理的、計画的な実践に主体的に取り組もう
としている。また、健康を大切にし、自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づくりについての学習
に主体的に取り組もうとしている。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

保健体育 体育
保健体育 体育 2

保谷

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１

学

期

A 陸上
【知識及び技能】
・各種目の動きのポイントを理解し
て、意識した動きを実践することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・記録更新に向けて意欲的に取り組
むことができる。
・ルールやマナーを大切することが
できる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・ドリル
・５０ｍ走
・１００ｍ走
・走り幅跳び
・ハードル走
・リレー

【知識・技能】
・技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法な
どについて理解している。
・短距離走では，中間走へのつなぎを滑らかにして速く走
ることができる。
・ハードル走では，スピードを維持した走りからハードル
を低く越すことができる。
・走り幅跳びでは，スピードに乗った助走から力強く踏み
切って跳ぶことができる。
【思考・判断・表現】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗などを冷静
に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとすること，
自己の責任を果たそうとすること，一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようとすることなどをしたり，健
康・安全を確保したりしている。

○

B 器械運動
【知識及び技能】
・各種目の動きのポイントを理解し
て、意識した動きを実践することが
できる。
・連続技を構成し、発表することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・一人１台端末を使用し、自分の動
きや相手の動きを見て、改善点を話
し合いを通じて、伝え合うことがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
・技を増やすために意欲的に取り組
むことができる。
・怪我がないようマナーを大切にす
ることができる。

○

・整列指導
・一人１台端末の活用
・ペアワーク
・リズム

【知識】
・運動を継続する意義，体の構造，運動の原
則などについて理解している。
【思考・判断・表現】
・自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体つくり運動に自主的に取り組むととも
に，互いに助け合い教え合おうとすること，
一人一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること，話合いに貢献しようと
することなどをしたり，健康・安全を確保し
たりしている。

○ ○

配当
時数

○ ○ 8

態

○ ○ 12

・整列指導、準備体操、補強運動
・パス、ドリブル、シュート
・スキルテスト
・ゲーム

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課題を
解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，技術
などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競
技会の仕方などを理解するとともに，作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開すること。
・ゴール型では，状況に応じたボール操作と空間を埋める
などの動きによって空間への侵入などから攻防をすること
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自
己の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大
切にしようとすること，合意形成に貢献しようとするこ
と，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとすることな
どや，健康・安全を確保すること。

○ ○ ○

12

○ ○

○ ○ ○

10

10

○ ○

○

8

合計

70

○ 10

○

３

学

期

A 陸上
【知識及び技能】
・自分のペースで走ることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・相手のタイムを見て、ペースを伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・記録更新に向けて意欲的に取り組
むことができる。
・ルールやマナーを大切することが
できる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・３０分間走
・２０００ｍ走
・３０００ｍ走

【知識・技能】
・技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法な
どについて理解している。
・自己に適したペースを維持して，一定の距離を走り通
し，タイムを短縮したり，競走したりできるようにする。
【思考・判断・表現】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗などを冷静
に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとすること，
自己の責任を果たそうとすること，一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようとすることなどをしたり，健
康・安全を確保したりしている。

２

学

期

D 水泳
【知識及び技能】
・各種目の動きのポイントを理解し
て、意識した動きを実践することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・記録更新に向けて意欲的に取り組
むことができる。
・ルールやマナーを大切することが
できる。

・整列指導、準備体操、補強運動
・クロール
・平泳ぎ
・背泳ぎ
・２５ｍ計測

【知識・技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，技術の名称
や行い方，体力の高め方，運動観察の方法などを理解する
とともに，効率的に泳ぐこと。
・クロールでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，
安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。
・平泳ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安
定したペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。
【思考・判断・表現】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えた
ことを他者に伝えること。
【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受け
止め，ルールやマナーを大切にしようとすること，自己の
責任を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどや，水泳の事故防止
に関する心得を遵守するなど健康・安全を確保すること。

・整列指導、準備体操、補強運動
・フォアハンド、バックハンド
・スマッシュ、ツッツキ、サーブ
・スキルテスト
・リーグ戦
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
次の運動について，勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解するとともに，作
戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開す
ること。
・仲間と連携した動きによって空いている場所を攻撃
したり，空いている場所を作りだして攻撃したり，そ
の攻撃に対応して守ることを中心に自己のチームや相
手チームの特徴を踏まえた作戦を立てて，ボールや用
具の操作
とボールを持たないときの動きをすること。
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチーム
や自己の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考
えた
ことを他者に伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】
・球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイ
を大切にしようとすること，合意形成に貢献しようと
すること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にし
ようとすること，互いに助け合い高め合おうとするこ
となどや，健康・安全を確保すること。

・整列指導、準備体操、補強運動
・前転、後転
・開脚前転、開脚後転
・伸膝前転、伸膝後転
・側転、三転倒立
・倒立、倒立前転、後転倒立
・ハンドスプリング
・連続技
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・技の名称や行い方，運動観察の方法，体力の高め方
などについて理解している。
・マット運動では，回転系や巧技系の基本的な技を滑
らかに安定して行うこと，条件を変えた技や発展技を
行うこと及びそれらを構成し演技することができる。
【思考・判断・表現】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解
決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自
己の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・器械運動に自主的に取り組むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとすること，一人一人
の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などをしたり，健康・安全を確保したりしている。

C 球技「ｲ ネット型(卓球)」
【知識及び技能】
・ネット型では，役割に応じたボー
ル操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空いた場所をめぐ
る攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。

F 体つくり運動
【知識及び技能】
体を動かす楽しさや心地よさを味わ
い，健康の保持増進や体力の向上を
図り，目的に適した運動の計画や自
己の体力や生活に応じた運動の計画
を立て，実生活に役立てることがで
きるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
体つくり運動の行い方，体力の構成
要素，実生活への取り入れ方などを
理解し，自己や仲間の課題に応じた
運動を継続するための取り組み方を
工夫できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
 体つくり運動に主体的に取り組むと
ともに，体力などの違いに配慮しよ
うとすること，役
割を積極的に引き受け自己の責任を
果たそうとすること，合意形成に貢
献しようとすること
などや，健康・安全を確保すること
ができるようにする。

E 球技「ｱ　ｺﾞｰﾙ型(ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ)」
【知識及び技能】
・パスやドリブルなどのボール操作
と仲間と連携して自陣から相手ゴー
ル前へ侵入するなどの攻撃や，その
動きに対応して空間を埋めるなどの
防御の動きで攻防を展開することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の動きや相手の動きを見て、
改善点を話し合いを通じて、伝え合
うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ルールやマナーを大切にし、協力
して試合をすることができる。



年間授業計画

高等学校 令和８年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（6組：阿部）

保谷 保健体育 保健
保健体育 保健 1

（1組：指田） （2組：遠藤） （3組：遠藤） （4組：遠藤） （5組：阿部）

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、運動の合理的、計画的な実践に主体的に取り組もうと
している。また、健康を大切にし、自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づくりについての学習に主
体的に取り組もうとしている。

（7組：遠藤） （8組：指田）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに継続するための理論につ
いて理解しているとともに、目的に応じた技能を身に付けている。また、個人及び社会生活における健康・
安全について総合的に理解しているとともに、技能を身に付けている。

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて、課題に応じた運動の取り組み方や目的に応じ
た運動の組み合わせ方を工夫しているとともに、それらを他者に伝えている。また、個人及び社会生活にお
ける健康に関する課題を発見し、その解決を目指して総合的に思考し判断しているとともに、それらを他者
に伝えている。

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全につい
て理解を深めるとともに，技能を身に
付けるようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見
し，合理的，計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに，目的や状況に応じて他
者に伝える力を養う

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれ
を支える環境づくりを目指し，明るく豊か
で活力ある生活を営む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 態
配当
時数

A 現代社会と健康
【知識及び技能】
現代社会と健康について理解を深め
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報
から課題を発見し，疾病等のリスク
の軽減，生活の質の向上，健康を支
える環境づくりなどと，解決方法を
関連付けて考え，適切な方法を選択
し，それらを説明することができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら健康やスポーツに関して課題を
発見し、その解決を図る主体的かつ
協働的な学習を進めることを学ばせ
る。

・日本における健康課題の変遷
・健康の考え方と成り立ち
・ヘルスプロモーションと健康に
関わる環境づくり
・健康に関する意思決定・行動選
択
・現代における感染症の問題
・性感染症・エイズとその予防
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・国民の健康課題や健康の考え方は，国民の
健康水準の向上や疾病構造の変化に伴って変
わってきていること。また，健康は，様々な
要因の影響を受けながら，主体と環境の相互
作用の下に成り立っていること。健康の保持
増進には，ヘルスプロモーションの考え方を
踏まえた個人の適切な意思決定や行動選択及
び環境づくりが関わることを理解している。
・感染症の発生や流行には，時代や地域に
よって違いがみられること。その予防には，
個人の取組及び社会的な対策を行う必要があ
ることを理解している。
【思考・判断・表現】
現代社会と健康について，課題を発見し，健
康や安全に関する原則や概念に着目して解決
の方法を思考し判断しているとともに，それ
らを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代社会と健康についての学習に主体的に
取り組もうとしている。

○ ○ ○ 10

思

○

12

A 現代社会と健康
【知識及び技能】
現代社会と健康について理解を深め
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報
から課題を発見し，疾病等のリスク
の軽減，生活の質の向上，健康を支
える環境づくりなどと，解決方法を
関連付けて考え，適切な方法を選択
し，それらを説明することができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら健康やスポーツに関して課題を
発見し、その解決を図る主体的かつ
協働的な学習を進めることを学ばせ
る。

・生活習慣病の予防と回復
・身体活動・運動と健康
・食事と運動
・休養・睡眠と健康
・がんの予防と回復
・喫煙と健康
・飲酒と健康
・薬物乱用と健康
・精神疾患の特徴
・精神疾患への対応
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・健康の保持増進と生活習慣病などの予防と回
復には，運動，食事，休養及び睡眠の調和のと
れた生活の実践や疾病の早期発見，及び社会的
な対策が必要であることを理解している。
・喫煙と飲酒は，生活習慣病などの要因になる
こと。また，薬物乱用は，心身の健康や社会に
深刻な影響を与えることから行ってはならない
こと。それらの対策には，個人や社会環境への
対策が必要であることを理解している。
・精神疾患の予防と回復には，運動，食事，休
養及び睡眠の調和のとれた生活を実践するとと
もに，心身の不調に気付くことが重要であるこ
と。また，疾病の早期発見及び社会的な対策が
必要であることを理解している。
【思考・判断・表現】
現代社会と健康について，課題を発見し，健康
や安全に関する原則や概念に着目して解決の方
法を思考し判断しているとともに，それらを表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代社会と健康についての学習に主体的に取
り組もうとしている。

○ ○ ○

1
定期考査

○

1
定期考査

○ ○

35

１
学
期

２
学
期

定期考査
○ ○ 1

○ 10

合計

B 安全な社会生活
【知識及び技能】
安全な社会生活について，自他や社
会の課題を発見し，その解決を目指
した活動を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
安全な社会生活に関わる事象や情報
から課題を発見し，自他や社会の危
険の予測を基に，危険を回避した
り，傷害の悪化を防止したりする方
法を選択し，安全な社会の
実現に向けてそれらを説明すること
ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら健康やスポーツに関して課題を
発見し、その解決を図る主体的かつ
協働的な学習を進めることができ
る。

・事故の現状と発生要因
・交通事故の防止の取り組み
・安全な社会の形成
・応急手当の意義と救急医療体制
・日常的な応急手当
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・安全な社会づくりには，環境の整備とそれ
に応じた個人の取組が必要であること。ま
た，交通事故を防止するには，車両の特性の
理解，安全な運転や歩行など適切な行動，自
他の生命を尊重する態度，交通環境の整備が
関わること。交通事故には補償をはじめとし
た責任が生じることを理解している。 ・適切
な応急手当は，傷害や疾病の悪化を軽減でき
ること。応急手当には，正しい手順や方法が
あること。また，応急手当は，傷害や疾病に
よって身体が時間の経過とともに損なわれて
いく場合があることから，速やかに行う必要
があることを理解しているとともに，心肺蘇
生法などの応急手当を適切に行う技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
・安全な社会生活について，安全に関する原
則や概念に着目して危険の予測やその回避の
方法を考えているとともに，それらを表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・安全な社会生活についての学習に主体的に
取り組もうとしている。

３
学
期

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和8年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

18

70

合
計

10〇〇

12

〇

〇

Plymouth Rockボディーパーカッション

〇〇

16

〇 〇 14

〇

音楽Ⅰ芸術

〇

表現

評価規準
鑑
賞

【知識・技能】
きちんとした発声を意識しているか。
【思考・判断・表現】
曲想に合った音色で歌っているか。

【知識・技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方などの技能，及び他者との調和を意識して
演奏する技能を身に付け，表している。
【思考・判断・表現】
音色，リズム，速度，テクスチュア，強弱，形式，構成を知覚し，それらの働
きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，ど
のように演奏するかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と手拍子や足踏み，音色や奏法との関わり，及び他者との調和を意識して
演奏することに関心をもち，主体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もうと
している。

【知識・技能】
創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な，曲にふさわしい奏法，身体
の使い方などの技能を身に付け，器楽で表している。
【思考・判断・表現】
音色，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，形式，構成を知覚し，それ
らの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考
え，どのように演奏するかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と音色や奏法との関わりに関心をもち，主体的・協働的に器楽の学習活動
に取り組もうとしている。

【知識・技能】
音楽の特徴と他の芸術との関わりについて理解している。
【思考・判断・表現】
曲や演奏に対する評価とその根拠につい
て考え，音楽のよさや美しさを自ら味わって聴いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
音楽の特徴と他の芸術との関わりに関心をもち，主体的・協
働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

【知識・技能】
創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な，他者との調和を意識して歌
う技能，及び合唱の表現形態の特徴を生かして歌う技能を身に付け，歌唱で表
している。
【思考・判断・表現】
音色，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，形式，構成を知覚し，
それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わ
りについて考え，どのように歌うかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的背景との関わり，合唱による表現の
特徴，及び各パートや指揮者の役割に関心をもち，主体的・協働的に歌唱の学
習活動に取り組もうとしている。

〇 〇

芸術に関する特質について理解し、表現するための技能を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的、協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かにしていく態
度を養う。

３
学
期

合唱 あなたへ

２
学
期

ギター
弾き語り

カントリーロード
日曜日よりの使者
夢の中へ

〇

〇

鑑賞 ハイスクールミュージカル

１
学
期

〇

校歌歌唱

〇〇

態

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

保谷

神山　耕平

芸術 音楽Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理解するととも
に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な技能を身に付ける。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫するこ
とや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味
わって聴くことが出来るようになる。

MOUSA1

音楽Ⅰ

知 思

【 知　識　及　び　技　能 】

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを味わうことができる。

互いの存在、表現を認め合い、高め合う力を育成する。



年間授業計画

高等学校 令和８年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

（1組：　小野　） （2組：　小野　　）（3組：小野　） （4組：　小野　） （5組：小野　　） （6組：小野　）

保谷 芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

光村出版　美術Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】教授内容を理解し，各自の作品に落とし込む

自ら主題を生成し，用具の特性を生かして制作する

作品や作品制作から造形的なよさや美しさを感じ取り，作品がもつ主題について考え自分の言葉で表す

（7組：　小野　） （8組：　小野　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深める
・創造的な美術の表現をするために必要な技能
を身につけ，意図に応じて表現方法を創意工夫
し，表している。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工
夫，美術の働きなどについて考えるとともに，主題
を生成し発想や構想を練ったり，美術や美術文化に
対する見方や感じ方を深めたりしている。

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及
び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

○

【知識及び技能】
デッサンの工程を理解している
形や色，質感に応じた使用画材や表現で描い
ている
【思考力、判断力、表現力】
身近なものを見つめ、そこから主題を生成
し，自ら材料や用具の特性などについて考え
ている
【主体的に学びに向かう態度】

○ ○ ○ 18

知 思 態

配
当
時
数

A 単元「風景を描こう」
【知識及び技能】
　心惹かれる風景をあらわすことに
関心をもち，風景から感じ取ったこ
とや，自分の思いなどから主題を生
成する
【思考力、判断力、表現力等】
光や陰影，奥行きの表現などを工夫
して制作する

・エスキースに重きを置き制作の
見通しを立てる
・混色ブックなど用意し表現の幅
を自ら広げられるようにする
・ワークシートなど多用し主題を
見つけやすくなるようサポートす
る
・教材
　アクリル絵具，Ｆ８キャンバ

〇 〇

A 単元「風景を描こう」
【知識及び技能】
　心惹かれる風景をあらわすことに関心をも
ち，風景から感じ取ったことや，自分の思い
などから主題を生成する
【思考力、判断力、表現力等】
光や陰影，奥行きの表現などを工夫して制作
する
【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇 〇 22

２
学
期

A 単元「風景を描こう」
【知識及び技能】
　心惹かれる風景をあらわすことに
関心をもち，風景から感じ取ったこ
とや，自分の思いなどから主題を生
成する
【思考力、判断力、表現力等】
光や陰影，奥行きの表現などを工夫
して制作する
【学びに向かう力、人間性等】

・エスキースに重きを置き制作の
見通しを立てる
・混色ブックなど用意し表現の幅
を自ら広げられるようにする
・ワークシートなど多用し主題を
見つけやすくなるようサポートす
る
・教材
　アクリル絵具，Ｆ８キャンバ
ス，筆

〇

１
学
期

A 単元「身近なものを描こう」
【知識及び技能】
　身近なものを描くことに関心をも
ち，身近なものを見つめ感じ取った
特徴や，ものに対する自分の思いな
どから主題を生成する
【思考力、判断力、表現力等】
主題と共に，形や色，用具の使い方
などの構想を練る

・幾何学形態石膏による基礎練習
・具体的な用具の使用方法
・4B～2H鉛筆
・八つ切りⅯ画用紙
・練りゴム
・カッターナイフ
・一人１台端末の活用　等

○

18〇

【知識・技能】
形や色，材料，光などが感情にもたらす効果
や，光や陰影，奥行きなどの造形的な特徴な
どをもとに，風景や風景を描いた作品を，全
体のイメージや作風などで捉えることを理解
している。
【思考・判断・表現】
心惹かれる風景を見つめ感じ取ったことや，
その風景に対する自分の思いなどから主題を
生成し，形や色，光や陰影，構図や奥行きな

〇 〇 〇

３
学
期

A 単元「作家調べ」
【知識及び技能】
　美術作家関心をもち，その活動や
創作過程から美術作家という生き方
を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
ICT機器を活用し，他者に向けて調
べた内容及び自身で精査した情報を
まとめていく
【学びに向かう力、人間性等】
完成したパワーポイントを発表し合

指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

【知識・技能】
形や色，材料，光などが感情にもたらす効果
や，量感や質感，動勢などの造形的な特徴な
どをもとに，生命感をあらわした身近な人や
動物の彫刻を，全体のイメージや作風などで
捉えることを理解している。
【思考・判断・表現】
人や動物など見つめて感じ取った生命感など
から主題を生成し，材料の特性を生かし，質
感や量感，動勢などについて考え，創造的な
表現の構想を練っている。

合
計

70

〇 〇 〇 12



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

○ ○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ ○ 12

○ ○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ 6

保谷 芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2

（全組：河野聖史　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

光村図書　書Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造してい
く態度を養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

表現

「雁塔聖教序」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて工夫する。古典の価値とそ
の根拠について考え、書の良さや
美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を

①「雁塔聖教序」が作られた経緯
や書風、内容と大意、褚遂良の人
物像を理解する。

②「雁塔聖教序」を鑑賞し、行書
的な用筆による変化に富んだ点画
や、横画の強調がもたらす動きの
ある書風を感じ取る。

③横画を繰り返し書き、蔵鋒や抑
揚を利かせた用筆を習得する。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動

「顔氏家廟碑」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて工夫する。古典の価値とそ
の根拠について考え、書の良さや
美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を

①「顔氏家廟碑」が作られた経緯
や書風、内容と大意を理解する。

②「顔氏家廟碑」を鑑賞し、肉太
の点画や向勢の構えがもたらす力
感あふれる書風を感じ取る。

③顔真卿の人物像や歴史における
位置付けを理解する。

④蚕頭燕尾、正方形のフォルムで
明朝体活字のデザインにも影響を
与えていることを知る。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動

創作「夏をあらわす言葉」

【知識及び技能】
　四大家それぞれの特徴をいかし
た創作作品を書く。

【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典で学んだ用筆・運筆・
線質・字形を生かし、言葉に合っ
た表現と構成を考える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を

①歳時記「夏」より言葉を選び、
文字の向きや余白を考え、構成に
工夫をして書く。

②創作の場合の名前の書き方を知
り、本文に合った配置と大きさを
考える。

【知識および技能】
四大家それぞれの古典の特徴をいかした表現
を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力】
楷書の古典で学んだ用筆・運筆・線質・字形
を生かし、言葉に合った表現と構成の工夫を
している。

【学びに向かう力、人間性】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

○

○

○

○

鑑

賞

○

○

○

○

王羲之『蘭亭序』鑑賞と臨書

【知識及び技能】
　行書の古典の書体や書風と用
筆・運筆との関わりについて理解
する。
行書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
また全体の構成について構想し工
夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①王羲之「蘭亭序」を鑑賞し、抑
揚を利かせた用筆や、筆脈により
自在に変化する文字の姿を感じ取
る。

②書道史における書聖・王羲之と
「蘭亭序」の価値を理解し、その
書風や内容を理解する。

③鑑蔵印の用途と「蘭亭序」の押
された印の由来を理解する。

④筆脈と抑揚を意識して臨書す
る。

⑤臨書作品を鑑賞し、自己評価と
他者評価をする。

【知識及び技能】
・行書の古典の書体や書風と用筆・運筆の関
わりについて理解している。
・行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を身
に付けている。またそれらについて構想し工
夫している。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆
の技能、線質、字形、全体の構成ついて構想
し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

空海「風信帖」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
　行書の古典の書体や書風と用
筆・運筆との関わりについて理解
する。
行書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①空海の人物像や書道史における
位置づけについて理解する。

②「風信帖」が書かれた経緯や書
風、文章の内容と大意を理解す
る。

③重厚感のある用筆、安定した字
形など確認する。

④鑑賞・臨書を通して用筆や字形
などの特色を理解する。

⑤「蘭亭序」と比較して共通点な
どを見つけ、空海が王羲之の影響
を受けたことを理解する。

【知識及び技能】
行書の古典の書体や書風と用筆・運筆の関わ
りについて理解している。
行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆
の技能、線質、字形、全体の構成ついて構想
し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

草書「真草千字文」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
草書の古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解す
る。
草書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
草書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①草書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。

②「真草千字文」が作られた経緯
や書風について理解する。

③「真草千字文」を鑑賞・臨書
し、草書の特徴である点画の連続
や省略、柔らかく丸みのある用筆
などを理解する。

【知識及び技能】
・草書の古典の書体や書風と用筆・運筆の関
わりについて理解している。
・草書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を身
に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
草書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆
の技能、線質、字形、全体の構成ついて構想
し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

１

学

期

２

学

期

３

学

期

○

唐の四大家まとめ

【知識及び技能】
初唐の三大家と太宗皇帝の関係に
ついて理解する。唐の四大家の人
柄や政治的立場など、その人物像
を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
四大家それぞれの書風に即した用
筆・運筆・字形について構想し工
夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

①初唐の三大家と太宗皇帝の関係
について理解する。

②唐の四大家の人柄や政治的立場
など、その人物像を理解する。

③四大家それぞれの書風に即した
用筆・運筆・字形について構想し
工夫する。

④半紙に対して名前もふくめて四
文字を適切な大きさと配置で書
く。

⑤表装機を使って半紙作品の裏打
ちをする。

⑥拓本の採り方を知る。

「行書」文字の造形を学ぶ

【知識及び技能】
行書の成立過程や通行書体として
の性質を再確認し、行書を楷書と
比較して、点画の丸み、連続、省
略などの特徴を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
また全体の構成について構想し工
夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

行書を書く
中学校書写での手本を使って行書
の特徴をおさらいしながら書く。

漢字仮名交じりの書

【知識及び技能】
　目的や用途の即した表現、漢字
と仮名の調和した線質による表現
の技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形。文字
の大きさ、全体の構成の即した表
現形式、意図に基づいた表現につ
いて構成し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

好きな言葉を書く

①書く言葉を決め、表現のイメー
ジを明確にもつ。

②書体・書風、紙面構成などの観
点で作品の構成を練る。

③試作を重ね表現を工夫し、落款
を入れて作品を仕上げる。

④生徒同士で作品を鑑賞し合い、
学習の成果を交流する。

 隷書「曹全碑」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
隷書の古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解す
る。
隷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
隷書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①隷書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。

②「曹全碑」が作られた経緯や書
風について理解する。

③「曹全碑」を鑑賞・臨書し、八
分隷特有の扁平な字形、蔵鋒、中
鋒などの用筆、また、波磔、転
折、右払い、左払いなどの形と用
筆を理解する。

 篆書「泰山刻石」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
篆書の古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解す
る。
篆書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
篆書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①篆書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。

②「泰山刻石」が作られた経緯や
書風について理解する。

③「泰山刻石」を鑑賞・臨書し、
小篆特有の縦長で左右対称の構え
や水平・垂直を基本とする点画構
成、均一扁平な線の太さ、蔵鋒、
中鋒などの用筆を理解する。

「高野切第三種」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わ
りについて理解する。
日本の文字と書の伝統と文化、仮
名の成立、書の伝統的な鑑賞の方
法や形態について理解する。技
能、線質、字形や構成を生かした
表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・
運筆・字形・全体の構成について
構想し工夫する。
古筆の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主

①「高野切」の伝来と意味、和歌
の内容と大意、書風や料紙につい
て理解する。

②臨書する部分を観察し、連綿や
筆脈の流れ、墨継ぎの場所を確認
する。

③適切な墨の濃さ・量・字の大き
さに留意し、伸びやかな仮名の美
しさを表現する。

④仮名半紙で練習し、料紙(短冊も
しくは半懐紙)に清書する。
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【知識及び技能】
行書の成立過程や通行書体としての性質を再
確認し、行書を楷書と比較して、点画の丸
み、連続、省略などの特徴を理解している。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
付ける。また全体の構成について構想し工夫
している。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

【知識・技能】
線質、字形、構成などの要素と表現効果や風
趣との関わり、漢字仮名交じりについて理解
している。目的や用途の即した表現、漢字と
仮名の調和した線質による表現の技能を身に
付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形。文字の大きさ、
全体の構成の即した表現形式、意図に基づい
た表現について構成し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い表現と
鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとして
いる。

【知識及び技能】
隷書の書体の成立と関わりについて理解して
いる。
隷書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関
わりについて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
書風に即した用筆・運筆・字形・全体の構成
について構想し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

【知識及び技能】
篆書の書体の成立と関わりについて理解して
いる。
篆書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関
わりについて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
書風に即した用筆・運筆・字形・全体の構成
について構想し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成立、
書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解
する。技能、線質、字形や構成を生かした表
現を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆・字
形・全体の構成について構想し工夫してい
る。
古筆の価値とその根拠について考え、書の良
さや美しさを味わって捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうといている。
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書の表現の方法や形式、多様性などについ
て幅広く理解するとともに、書写能力の向
上を図り、書の伝統に基づき、効果的に表
現するための基礎的な技能を身に付けるよ
うにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づい
て構想し表現を工夫したり、作品や書の伝
統と文化の意味や価値を考え、書の美を味
わい捉えたりすることができるようにす
る。

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯
にわたり書を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、書の伝統と文化に親し
み、書を通して心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養う。

書写から書道へ

【知識及び技能】
小・中学校国語科書写と高等学校
芸術科書道の学習の違いを確認す
る

【学びに向かう力、人間性等】
芸術科書道への関心・意欲を高
め、書に対する感性を豊かにし、
書を愛好する心情を養う。

①「風花」の文字の違いについて
何が違うか確認する。

②教科書P126「書写で学習したこ
と」を参照し、筆使い、字形、大
きさと配列など小・中学校の国語
科書写で学習した内容を確認する

③硬筆で主に字形、毛筆で筆使い
を確認する。

※教材　書道用具一式・教科書
（以後、毎回持参、使用する）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

【知識・技能】
　古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりに
ついて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
　楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活
動に取り組もうとしている。

【知識・技能】
書道の分野や書道で学習すること、小・中学
校国語科書写で学習した内容を理解してい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
芸術科書道で学習する内容に関心をもち、主
体的に取り組もうとしている。

「九成宮醴泉銘」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて工夫する。古典の価値とそ
の根拠について考え、書の良さや
美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を

①「九成宮醴泉銘」が作られた経
緯や書風、内容と大意、欧陽詢の
人物像を理解する。

②「九成宮醴泉銘」を鑑賞し、直
線的で鋭い点画や背勢がもたらす
厳格な書風を感じ取る。

③横画や転折など、特徴的な点画
を繰り返し書き、鋭く打ち直すよ
うな転折の用筆を習得する。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成立、
書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解
する。技能、線質、字形や構成を生かした表
現を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆・字
形・全体の構成について構想し工夫してい
る。
古筆の価値とその根拠について考え、書の良
さや美しさを味わって捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果との関わり、書
体や書風と用筆・運筆との関わりについて理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

「孔子廟堂碑」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
　楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　楷書の古典の書体や書風に即し
た用筆・運筆・字形・全体の構成
について工夫する。
古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
　幅広い表現と鑑賞の学習活動に
主体的に取り組み、書に対する感
性を豊かにし、書を愛好する心情

①「孔子廟堂碑」が作られた経緯
や書風、内容と大意、虞世南の人
物像を理解する。

②「孔子廟堂碑」を鑑賞し、伸び
やかな点画や向勢で丸みのある字
形がもたらす柔和な書風を感じ取
る。

③横画や転折、右払いなど、特徴
的な点画を繰り返し書き、ゆった
りとした運筆やリズムを習得す
る。

仮名の書

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わ
りについて理解する。
日本の文字と書の伝統と文化、仮
名の成立、書の伝統的な鑑賞の方
法や形態について理解する。技
能、線質、字形や構成を生かした
表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・
運筆・字形・全体の構成について
構想し工夫する。
古筆の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

●仮名の成立と種類

①漢字の伝来から仮名の成立に至
る過程で発生した仮名の種類を理
解する。

②現在使われている一字一音のひ
らがなに統一された経緯を知り、
ひらがなと変体仮名の違いを理解
する。

③片仮名の成立と字源について理
解する。

●仮名の筆使い

①小筆の持ち方、扱いかたを知
り、仮名の基本的な用筆・運筆を
理解する。

●平仮名と変体仮名

①「いろは」歌を使って字母を知
り、正確に字形を捉える。

②基本的な筆使いを繰り返し練習
し、仮名特有の用筆・運筆を習得

創作「大字」

【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果との
関わり、書体や書風と用筆・運筆
との関わりについて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

「今年の自分をあらわす漢字」

①書く漢字を決め、五体字類を
使って字調べをする。

②自分の表現したい字体、構成を
考え作品の構成を練る。

③試作を重ね表現を工夫し、落款
を入れて作品を仕上げる。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。
拓本での手本の見方、注意点やその価値を理
解している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読 話

[

や

]

話

[

発

]

書

英語コミュニケーションI

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

4

Lesson 5 Mount Fuji
【知識及び技能】
使役動詞・節を導く形式主語it
の用法や決まりに関する事項を理
解する。また、教科書本文の音声
を聞いて，本文中の使役動詞・節
を導く形式主語it が使われた英
文の意味を把握する技能を身につ
ける。さらに、教科書本文を読ん
で，本文中の使役動詞・節を導く
形式主語it が使われた英文の意
味を把握する技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
富士山の日本文化に与えた影響に
ついて理解する。また、理解した
内容を自分の言葉で表現し，相手
に伝える。また，本文から学んだ
「富士山と山岳信仰」「富士山と
日本文学」「富士山と日本美術」
について自分なりに意見を持ち，
それを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
富士山をはじめとする日本に存在
する世界遺産の価値を自ら理解し
ようとする。また、本文から学ん
だ富士山の「文化的価値」「歴史
的背景」について自分なりに意見
を持ち，積極的に発信しようとす
る。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
使役動詞・節を導く形式主語it の用法
や決まりに関する事項を理解している
か。また、教科書本文の音声を聞いて，
本文中の使役動詞・節を導く形式主語it
が使われた英文の意味を把握する技能を
身につけているか。さらに、教科書本文
を読んで，本文中の使役動詞・節を導く
形式主語it が使われた英文の意味を把
握する技能を身につけているか。
【思考力、判断力、表現力等】
富士山の日本文化に与えた影響について
理解しているか。また、理解した内容を
自分の言葉で表現し，相手に伝えようと
しているか。また，本文から学んだ「富
士山と山岳信仰」「富士山と日本文学」
「富士山と日本美術」について自分なり
に意見を持ち，それを表現しようとして
いるか。
【学びに向かう力、人間性等】
富士山をはじめとする日本に存在する世
界遺産の価値を自ら理解しようとしてい
るか。また、本文から学んだ富士山の
「文化的価値」「歴史的背景」について
自分なりに意見を持ち，積極的に発信し
ようとしているか。

FLEX English Communication I  増進堂

外国語

Lesson 4 Malala:Fighting for
Women's Rights
【知識及び技能】
関係代名詞・過去完了形の用法や
決まりに関する事項を理解する。
また、 教科書本文の音声を聞い
て，関係代名詞・過去完了形が使
われた英文の意味を把握する技能
を身につける。さらに、教科書本
文を読んで，関係代名詞・過去完
了形が使われた英文の意味を把握
する技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
メアリー・アニングが何をした人
物か、幼少期に化石の発掘をした
きっかけと，最初の大きな発見に
ついて読み取らせる。彼女が発見
した化石がどのような生物だった
のかを読み取らせる。
【学びに向かう力、人間性等】
メアリー・アニングの人生につい
てや，死後にようやく評価された
ことについて読み取らせ自分の考
えを持たせる。また、死後に評価
された人物を取り上げ，その功績
について調べさせ，スピーチにま
とめて発表させる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

定期考査

〇

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇

保谷

合

計

140

知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson 2　The Jar of Life
【知識及び技能】
動名詞，間接疑問文の用法や決ま
りに関する事項を理解する。ま
た、教科書本文の音声を聞いて，
本文中の動名詞・間接疑問文が使
われた英文の意味を把握する技能
を身につける。さらに、教科書本
文を読んで，本文中の動名詞・間
接疑問文が使われた英文の意味を
把握する技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
実験の内容と，それを自分の人生
に応用した内容について理解す
る。また、理解した内容を自分の
言葉で表現し，相手に伝える。さ
らに，本文から学んだ「物事の人
生における重要性」「物事の優先
順位」について自分なりに意見を
持ち，それを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
物事の優先順位を理解しようとし
ている。本文から学んだ「自分に
とっての物事の重要性の順位」に
ついて意見を持ち，積極的に発信
しようとする。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

定期考査

外国語

〇 〇

〇

（１・６・８組：大平一郎) （４・７組：櫻井秀憲） （２・３・５組：木村　豪)

態

【 知　識　及　び　技　能 】

英語の特徴やきまりに関する事項を理解して、目的や場面，状況などに応じて話されたり書かれた文等を、
聞いたり読んだりして，その内容を捉える技能を身に付けるようにする。更には、日常的な話題や社会的な
話題について，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して伝え合ったり、話して伝える技能を身に付
け，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して書いて伝える技能を身に付けるようにする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

【聞くこと】英語の特徴やきまりに関する事項
を理解して、目的や場面，状況などに応じて話
された文等を、聞いて，その内容を捉える技能
を身に付けているか。
【読むこと】英語の特徴やきまりに関する事項
を理解して、目的や場面，状況などに応じて話
された文等を、読んで，その内容を捉える技能
を身に付けているか。
【話すこと[やり取り]】英語の特徴やきまりに
関する事項を理解して、日常的な話題や社会的
な話題について，情報や考え，気持ちなどを，
論理性に注意して伝え合う技能を身に付けてい
るか。
【話すこと[発表]】英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解して、日常的な話題や社会的な話
題について，情報や考え，気持ちなどを，論理
性に注意して話して伝える技能を身に付けてい
るか。
【書くこと】英語の特徴やきまりに関する事項
を理解して、日常的な話題や社会的な話題につ
いて，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注
意して書いて伝える技能を身に付けているか。

【聞くこと】コミュニケーションを行う目的や
場面，状況などに応じて，必要な情報を聞き取
り，話し手の意図や概要，要点を捉えている
か。
【読むこと】コミュニケーションを行う目的や
場面，状況などに応じて，必要な情報を読み取
り，書き手の意図や概要，要点を捉えている
か。
【話すこと[やり取り]】コミュニケーションを
行う目的や場面，状況などに応じて，話して伝
え合うやり取りを続けたり，論理性に注意して
話して伝え合っっているか。

○

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，必要な情報を聞き取り，話し手の意図や概要，
要点を捉えてたり、必要な情報を読み取り，書き手の意図や概要，要点を捉えたり、話して伝え合うやり取
りを続けたり，論理性に注意して話して伝え合ったり、書けるようにする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，話し手・読み手・聞き手・書き手に配慮しながら，主体的・
自律的に英語で話された事を聞いたり、書かれた事を読んだり、更には、英語を用いて話そうとしたり書い
たりする事が出来るようにする。

英語コミュニケーションI

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

１

学

期

Lesson 1
How Can We Become Stronger?
【知識及び技能】
助動詞・to 不定詞の用法や決ま
りに関する事項を理解する。ま
た、 教科書本文の音声を聞い
て，助動詞・to 不定詞が使われ
た英文の意味を把握する技能を身
につける。さらに、教科書本文を
読んで，助動詞・to 不定詞が使
われた英文の意味を把握する技能
を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
松岡さんの発信している内容につ
いて理解する。また、理解した内
容を自分の言葉で表現し，相手に
伝える。さらに、本文から学んだ
「自分を励ます言葉」「困難から
学んで強くなるということ」につ
いて自分なりに意見を持ち，それ
を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
松岡さんがどんな問題意識を持っ
て世の中に発信するようになった
のかを，自ら理解しようとする。
本文から学んだ「自分を発奮させ
る言葉」「困難に負けずに強くな
ろうとする積極性」について自分
なりに意見を持ち，積極的に発信
しようとする。

〇

〇

Lesson 3 It's Always Sunny in
Space
【知識及び技能】
〈名詞＋分詞句〉・現在完了形の
用法や決まりに関する事項を理解
する。また、教科書本文の音声を
聞いて，本文中の〈名詞＋分詞
句〉・現在完了形が使われた英文
の意味を把握する技能を身につけ
る。さらに、教科書本文の音声を
読んで，本文中の〈名詞＋分詞
句〉・現在完了形が使われた英文
の意味を把握する技能を身につけ
ようとする。
【思考力、判断力、表現力等】
エネルギー問題やJAXA の計画に
ついて理解する。また、理解した
内容を自分の言葉で表現し，相手
に伝える。さらに，本文から学ん
だ「エネルギー問題」「JAXA の
計画」について自分なりに意見を
持ち，それを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
現況の環境に優しいエネルギーの
問題点，JAXA の計画とそれを実
現するには大きな課題を克服しな
ければならないということを自ら
理解しようとする。また、本文か
ら学んだ「エネルギー危機」と
「JAXA の計画」について自分な
りに意見を持ち，積極的に発信し
ようとする。

３

学

期

Lesson 9 Biomimicry －
Inspired by Nature
【知識及び技能】
知覚動詞，分詞構文に関する事項
を理解する。また、教科書本文の
音声を聞いて，本文中の知覚動
詞，分詞構文が使われた英文の意
味を把握する技能を身につける。
さらに、 教科書本文を読んで，
本文中の知覚動詞，分詞構文が使
われた英文の意味を把握する技能
を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
「バイオミミクリー」について理
解する。また、理解した内容を自
分の言葉で表現し，相手に伝え
る。また，本文から学んだ「バイ
オミミクリー」について自分なり
に意見を持ち，それを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
「バイオミミクリー」がどのよう
なものか，どのような製品がある
かを自ら理解しようとする。ま
た、本文から学んだ「バイオミミ
クリー」について自分なりに意見
を持ち，積極的に発信しようとす
る。

〇 〇 〇

Lesson 8 Wearable Robots May
Change Our Life
【知識及び技能】
仮定法過去，仮定法過去完了の用
法や決まりに関する事項を理解す
る。また、教科書本文の音声を聞
いて，本文中の仮定法過去，仮定
法過去完了が使われた英文の意味
を把握する技能を身につける。さ
たに、教科書本文を読んで，本文
中の仮定法過去，仮定法過去完了
が使われた英文の意味を把握する
技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
 アンネ・フランクの苦難とその
中で書いた日記から彼女の考えに
ついて理解できる。理解した内容
を自分の言葉で表現し，相手に伝
えることができる。また，本文か
ら学んだ過去の戦争について自分
なりに意見を持ち，それを表現す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
戦争とはどのようなものか，同じ
年頃の少女の生活と日記を通して
理解しようとしている。本文から
学んだ戦争とその中での個人の生
き方について自分なりに意見を持
ち，積極的に発信しようとしてい
る。

〇 〇 〇

２

学

期

Lesson 6 Thomas the Tank
Engine and SDGs
【知識及び技能】
関係代名詞what・強調構文 It is
... that ～の用法や決まりに関
する事項を理解する。また、教科
書本文の音声を聞いて，本文中の
関係代名詞what・強調構文 It is
... that ～が使われた英文の意
味を把握する技能を身につける。
さらに、教科書本文を読んで，本
文中の関係代名詞what・強調構文
It is ... that ～が使われた英
文の意味を把握する技能を身につ
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
「国連の定めたSDGs」「トーマス
の物語に人生の教訓を組み込む意
義」の内容を理解する。また、理
解した内容を自分の言葉で表現
し，相手に伝える。また，本文か
ら学んだ「国連の定めたSDGs」
「児童用の本やテレビ番組の物語
に人生の教訓を組み込むこと」に
ついて自分なりに意見を持ち，そ
れを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
国連が定めたSDGs の内容や，そ
れを取り入れたトーマスの物語を
自ら理解しようとしている。ま
た、本文から学んだ自分を取り巻
く「社会」や「環境」の問題につ
いて自分なりに意見を持ち，積極
的に発信しようとしている。

〇 〇

定期考査 〇

定期考査 〇

○

○ ○

○ ○

○

14

1

14

14

14

○ ○

○

○ ○ ○ 13

〇

○

○

○

【知識及び技能】
知覚動詞，分詞構文に関する事項を理解
しているか。また、教科書本文の音声を
聞いて，本文中の知覚動詞，分詞構文が
使われた英文の意味を把握する技能を身
につけているか。さらに、 教科書本文
を読んで，本文中の知覚動詞，分詞構文
が使われた英文の意味を把握する技能を
身につけているか。
【思考力、判断力、表現力等】
「バイオミミクリー」について理解して
いるか。また、理解した内容を自分の言
葉で表現し，相手に伝えられているか。
また，本文から学んだ「バイオミミク
リー」について自分なりに意見を持ち，
それを表現できているか。
【学びに向かう力、人間性等】
「バイオミミクリー」がどのようなもの
か，どのような製品があるかを自ら理解
しようとしているか。また、本文から学
んだ「バイオミミクリー」について自分
なりに意見を持ち，積極的に発信しよう
としているか。

○ ○

【知識及び技能】
関係代名詞what・強調構文 It is ...
that ～の用法や決まりに関する事項を
理解しているか。また、教科書本文の音
声を聞いて，本文中の関係代名詞what・
強調構文 It is ... that ～が使われた
英文の意味を把握する技能を身につけて
いるか。さらに、教科書本文を読んで，
本文中の関係代名詞what・強調構文 It
is ... that ～が使われた英文の意味を
把握する技能を身につけているか。
【思考力、判断力、表現力等】
「国連の定めたSDGs」「トーマスの物語
に人生の教訓を組み込む意義」の内容を
理解しているか。また、理解した内容を
自分の言葉で表現し，相手に伝えられて
いるか。また，本文から学んだ「国連の
定めたSDGs」「児童用の本やテレビ番組
の物語に人生の教訓を組み込むこと」に
ついて自分なりに意見を持ち，それを表
現できているか。
【学びに向かう力、人間性等】
国連が定めたSDGs の内容や，それを取
り入れたトーマスの物語を自ら理解しよ
うとしているか。また、本文から学んだ
自分を取り巻く「社会」や「環境」の問
題について自分なりに意見を持ち，積極
的に発信しようとしているか。

【知識及び技能】
仮定法過去，仮定法過去完了の用法や決
まりに関する事項を理解しているか。ま
た、教科書本文の音声を聞いて，本文中
の仮定法過去，仮定法過去完了が使われ
た英文の意味を把握する技能を身につけ
ているか。さたに、教科書本文を読ん
で，本文中の仮定法過去，仮定法過去完
了が使われた英文の意味を把握する技能
を身につけているか。
【思考力、判断力、表現力等】
 アンネ・フランクの苦難とその中で書
いた日記から彼女の考えについて理解で
きているか。また、理解した内容を自分
の言葉で表現し，相手に伝えることがで
きているか。本文から学んだ過去の戦争
について自分なりに意見を持ち，それを
表現することができているか。
【学びに向かう力、人間性等】
戦争とはどのようなものか，同じ年頃の
少女の生活と日記を通して理解しようと
しているか。本文から学んだ戦争とその
中での個人の生き方について自分なりに
意見を持ち，積極的に発信しようとして
いるか。

○ ○

○

○

〇

〇 〇

〇

【聞くこと】外国語の背景にある文化に対する
理解を深め，話し手に配慮しながら，主体的・
自律的に英語を聞こうとしているか。
【読むこと】外国語の背景にある文化に対する
理解を深め，書き手に配慮しながら，主体的・
自律的に英語を読もうとしているか。
【話すこと[やり取り]】外国語の背景にある文
化に対する理解を深め，聞き手・話し手に配慮
しながら，主体的・自律的に英語を用いて伝え
合おうとしているか。
【話すこと[発表]】外国語の背景にある文化に
対する理解を深め，聞き手に配慮しながら，主
体的・自律的に英語を用いて話そうとしている
か。
【書くこと】外国語の背景にある文化に対する
理解を深め，読み手に配慮しながら，主体的・
自律的に英語を用いて書こうとしているか。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○〇

〇

〇

〇

〇

〇

外国語

13

13

1

13

13

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
助動詞・to 不定詞の用法や決まりに関
する事項を理解しているか。また、 教
科書本文の音声を聞いて，助動詞・to
不定詞が使われた英文の意味を把握する
技能を身につけているか。教科書本文を
読んで，助動詞・to 不定詞が使われた
英文の意味を把握する技能を身につけて
いるか。

【思考力、判断力、表現力等】
松岡さんの発信している内容について理
解できるか。また、理解した内容を自分
の言葉で表現し，相手に伝えることがで
きるか。さらに、本文から学んだ「自分
を励ます言葉」「困難から学んで強くな
るということ」について自分なりに意見
を持ち，それを表現することができる
か。

【学びに向かう力、人間性等】
松岡さんがどんな問題意識を持って世の
中に発信するようになったのかを，自ら
理解しようとしているか。本文から学ん
だ「自分を発奮させる言葉」「困難に負
けずに強くなろうとする積極性」につい
て自分なりに意見を持ち，積極的に発信
しようとしているか。

【知識及び技能】
動名詞，間接疑問文の用法や決まりに関
する事項を理解しているか。また、教科
書本文の音声を聞いて，本文中の動名
詞・間接疑問文が使われた英文の意味を
把握する技能を身につけているか。さら
に、教科書本文を読んで，本文中の動名
詞・間接疑問文が使われた英文の意味を
把握する技能を身につけているか。
【思考力、判断力、表現力等】
実験の内容と，それを自分の人生に応用
した内容について理解しているか。ま
た、理解した内容を自分の言葉で表現
し，相手に伝えられているか。さらに，
本文から学んだ「物事の人生における重
要性」「物事の優先順位」について自分
なりに意見を持ち，それを表現できてい
るか。
【学びに向かう力、人間性等】
物事の優先順位を理解しようとしている
か。本文から学んだ「自分にとっての物
事の重要性の順位」について意見を持
ち，積極的に発信しようとしているか。

【知識及び技能】
〈名詞＋分詞句〉・現在完了形の用法や
決まりに関する事項を理解しているか。
また、教科書本文の音声を聞いて，本文
中の〈名詞＋分詞句〉・現在完了形が使
われた英文の意味を把握する技能を身に
つけているか。さらに、教科書本文の音
声を読んで，本文中の〈名詞＋分詞
句〉・現在完了形が使われた英文の意味
を把握する技能を身につけようとしてい
るか。
【思考力、判断力、表現力等】
エネルギー問題やJAXA の計画について
理解しているか。また、理解した内容を
自分の言葉で表現し，相手に伝えられて
いるか。さらに，本文から学んだ「エネ
ルギー問題」「JAXA の計画」について
自分なりに意見を持ち，それを表現でき
ているか。
【学びに向かう力、人間性等】
現況の環境に優しいエネルギーの問題
点，JAXA の計画とそれを実現するには
大きな課題を克服しなければならないと
いうことを自ら理解しようとしている
か。また、本文から学んだ「エネルギー
危機」と「JAXA の計画」について自分
なりに意見を持ち，積極的に発信しよう
としているか。

【知識及び技能】
関係代名詞・過去完了形の用法や決まり
に関する事項を理解しているか。また、
教科書本文の音声を聞いて，関係代名
詞・過去完了形が使われた英文の意味を
把握する技能を身につけているか。さら
に、教科書本文を読んで，関係代名詞・
過去完了形が使われた英文の意味を把握
する技能を身につけているか。
【思考力、判断力、表現力等】
メアリー・アニングが発見した化石の自
然史研究における価値を理解し，女性で
あり学問の場から締め出されていたため
生前評価されることがなかった彼女の生
涯を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
理解した内容を自分の言葉で表現し，相
手に伝えることができる。また，本文か
ら学んだ「教育の重要性」「ジェンダー
平等の大切さ」について自分なりに意見
を持ち，それを表現することができる。

配

当

時

数

英語コミュニケーションI

思

〇 ○ ○ 1

Lesson 7 Virtual Water
【知識及び技能】
関係代名詞の非制限用法，関係副
詞に関する事項を理解する。ま
た、教科書本文の音声を聞いて，
本文中の関係代名詞の非制限用
法，関係副詞が使われた英文の意
味を把握する技能を身につける。
さらに、教科書本文を読んで，本
文中の関係代名詞の非制限用法，
関係副詞が使われた英文の意味を
把握する技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
「仮想水」について理解する。ま
た、理解した内容を自分の言葉で
表現し，相手に伝える。さらに、
本文から学んだ「水の使用量」
「仮想水」について自分なりに意
見を持ち，それを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
仮想水がどのようなものか，世界
と比べて日本はどれほどの量の水
を使用しているか自ら理解しよう
とする。また、本文から学んだ
「仮想水」「日本の輸入量」につ
いて自分なりに意見を持ち，積極
的に発信しようとする。

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
関係代名詞の非制限用法，関係副詞に関
する事項を理解しているか。また、教科
書本文の音声を聞いて，本文中の関係代
名詞の非制限用法，関係副詞が使われた
英文の意味を把握する技能を身につけて
いるか。さらに、教科書本文を読んで，
本文中の関係代名詞の非制限用法，関係
副詞が使われた英文の意味を把握する技
能を身につけているか。
【思考力、判断力、表現力等】
「仮想水」について理解しているか。ま
た、理解した内容を自分の言葉で表現
し，相手に伝えられているか。さらに、
本文から学んだ「水の使用量」「仮想
水」について自分なりに意見を持ち，そ
れを表現できているか。
【学びに向かう力、人間性等】
仮想水がどのようなものか，世界と比べ
て日本はどれほどの量の水を使用してい
るか自ら理解しようとしているか。ま
た、本文から学んだ「仮想水」「日本の
輸入量」について自分なりに意見を持
ち，積極的に発信しようとしているか。

○ ○ ○ 14

〇 ○ ○ 1

Lesson 10 Donald Keene and His
Love of Japan
【知識及び技能】
〈前置詞＋関係代名詞〉・完了進
行形の用法や決まりに関する事項
を理解する。また、教科書本文の
音声を聞いて，本文中の〈前置詞
＋関係代名詞〉・完了進行形が使
われた英文の意味を把握する技能
を身につける。さらに、教科書本
文を読んで，本文中の〈前置詞＋
関係代名詞〉・完了進行形が使わ
れた英文の意味を把握する技能を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
キーンの業績と，それを成しえた
動機について理解する。また、理
解した内容を自分の言葉で表現
し，相手に伝える。また，本文か
ら学んだ「外国の文化への理解」
「自国の文化の外国への発信」に
ついて自分なりに意見を持ち，そ
れを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
キーンがどのような人物で，何を
きっかけに日本文学に興味を持
ち，世界に紹介するようになった
のかを自ら理解しようとする。ま
た、本文から学んだ「他国の文化
についての理解」「文学を通して
人間を理解することの大切さ」に
ついて自分なりに意見を持ち，積
極的に発信しようとする。

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
〈前置詞＋関係代名詞〉・完了進行形の
用法や決まりに関する事項を理解してい
るか。また、教科書本文の音声を聞い
て，本文中の〈前置詞＋関係代名詞〉・
完了進行形が使われた英文の意味を把握
する技能を身につけているか。さらに、
教科書本文を読んで，本文中の〈前置詞
＋関係代名詞〉・完了進行形が使われた
英文の意味を把握する技能を身につけて
いるか。
【思考力、判断力、表現力等】
キーンの業績と，それを成しえた動機に
ついて理解できているか。また、理解し
た内容を自分の言葉で表現し，相手に伝
えられているか。また，本文から学んだ
「外国の文化への理解」「自国の文化の
外国への発信」について自分なりに意見
を持ち，それを表現できているか。
【学びに向かう力、人間性等】
キーンがどのような人物で，何をきっか
けに日本文学に興味を持ち，世界に紹介
するようになったのかを自ら理解しよう
としているか。また、本文から学んだ
「他国の文化についての理解」「文学を
通して人間を理解することの大切さ」に
ついて自分なりに意見を持ち，積極的に
発信しようとしているか。

○

1定期考査 〇 〇 ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

（7組：大平・本多）（8組：原・本尾）

使用教科書：（

教科 の目標：

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

5

1

5

6

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き
手に配慮しながら，外国語で聞いたり読んだり
したことを活用して，自分の意見や考えなどを
話したり書いたりして表現しようとする態度を
養う。

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

5

【知識及び技能】
不定詞（名詞的用法・形容詞的用法・副詞的用法）
の意味や用法，感謝する表現を理解している。不定
詞の意味上の主語，SVO + to不定詞・原形不定詞の
用法，謝罪する表現を理解している。様々な不定詞
や不定詞を使った慣用表現，弁解する表現を理解し
ている。情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う技能、書く技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考え，気持ちを
整理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考え，気
持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとし
ている。

思

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
様々な疑問文や命令文，感嘆文の意味や用法，相手
の発話に応答する表現を理解している。単文・重
文・複文の構造や意味や用法，理由を述べる表現を
理解している。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝える技能、書く技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝えている。情報や考え，気持ちなどを整理
し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝えようとしている。情報や考え，気持ちなど
を整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとしてい
る。

【知識及び技能】
文型と動詞の意味や用法，賛成・反対する表現を理
解している。複雑な文型や動詞の意味や用法，聞き
直す表現を理解している。情報や考え，気持ちなど
を理由や詳細・具体例とともに話して伝え合う技
能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝え合っている。情報や考え，気持ちなどを整
理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝え合おうとしている。情報や考え，気持ちな
どを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとして
いる。

【知識及び技能】
現在のことや過去のことを表す時制の意味や用法，
激励や励ます表現を理解している。未来のことを表
す時制の意味や用法，計画したり，予定したりする
表現を理解している。情報や考え，気持ちなどを理
由や詳細・具体例とともに話して伝える技能、書く
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
たり、理由や具体例とともに話して伝えている。情
報や考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を
用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
たり、理由や具体例とともに話して伝えようとして
いる。情報や考え，気持ちなどを整理し，簡単な語
句や文を用いて書こうとしている。

【知識及び技能】
助動詞（能力・許可・推量・義務・禁止など）の意
味や用法，許可を求めたり，依頼する表現を理解し
ている。助動詞（義務・助言／推量／命令・忠告／
意志・拒絶／過去の習慣・状態など）の意味や用
法，義務や必要を表す表現を理解している。助動詞
（過去のことに対する推量や義務<助動詞+have+過
去分詞>／wouldを含む慣用表現）の意味や用法，回
想する・自省する表現を理解している。
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合う技能、書く技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
て伝え合っている。情報や考えを整理し，簡単な語
句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
て伝え合おうとしている。情報や考えを整理し，簡
単な語句や文を用いて書こうとしている。

【知識及び技能】
分詞（名詞を修飾する分詞・V(+O)+現在分詞/過去
分詞）の意味や用法，描写する表現を理解してい
る。分詞（分詞構文の働き／慣用的な分詞構文，付
帯状況を表す<with+名詞+現在分詞/過去分詞>）の
意味や用法，判断の根拠を述べる表現を理解してい
る。情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに
話して伝える技能を身に付けている。情報や考え，
気持ちなどを理由や詳細・具体例とともに話して伝
える技能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えている。情報や考え，気持ちを整理
し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えようとしている。情報や考え，気持
ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとして
いる。

○ ○

【知識及び技能】
関係代名詞（主格，目的格，所有格，that）の意味
や用法，定義する表現を理解している。関係代名詞
の意味や様々な用法，言い換える表現を理解してい
る。関係副詞や複合関係詞の意味や用法，経緯を説
明する表現を理解している。情報や考え，気持ちな
どを理由や詳細・具体例とともに話して伝える技
能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えている。情報や考え，気持ちを整理
し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えようとしている。情報や考え，気持
ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとして
いる。

1

5

6

6

○ ○

○

【知識及び技能】
現在完了形や現在完了進行形の意味や用法，経験を
尋ねる表現を理解している。過去完了形や過去完了
進行形，未来完了形の意味や用法，初めての経験を
述べる表現を理解している。情報や考え，気持ちな
どを理由や詳細・具体例とともに話して伝え合う技
能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細、具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考えを整理し，
簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細、具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考えを整
理し，簡単な語句や文を用いて書こうとしている。

○ ○ ○ 5

○ ○

○

○

○

【知識及び技能】
様々な比較表現の意味や用法，提案する表現を理解
している。比較表現を使った慣用表現や最上級を
使った比較表現などの意味や用法，称賛する表現を
理解している。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝え合う技能、書く技能
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考え，気持ちを
整理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考え，気
持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとし
ている。

○ ○

【知識及び技能】
基本的な受動態や様々な受動態の意味や用法，原
因・影響を表す表現を理解している。SVOO，SVOCの
受動態，sayを使った受動態，群動詞の受動態やby
以外が使われる受動態の用法，喜び・驚きを表す表
現を理解している。情報や考え，気持ちなどを理由
や詳細・具体例とともに話して伝え合う技能、書く
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
て伝え合っている。情報や考えを整理し，簡単な語
句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
て伝え合おうとしている。情報や考えを整理し，簡
単な語句や文を用いて書こうとしている。

○

○

○

○

○ ○ ○

○○ ○

○

Lesson4
Have you ever tried it before?
【知識及び技能】
現在完了形や現在完了進行形の意味や用
法，経験を尋ねる表現を理解する。過去完
了形や過去完了進行形，未来完了形の意味
や用法，初めての経験を述べる表現を理解
する。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝え合う技能、
書く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細、具
体例とともに話して伝え合う。情報や考え
を整理し，簡単な語句や文を用いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細、具
体例とともに話して伝え合おうとする。情
報や考えを整理し，簡単な語句や文を用い
て書こうとする。

話題 趣味・関心：趣味や関心のあること
について，その経験を尋ねたり，伝えたり
する表現を学ぶ。
文法 完了形：現在・過去・未来の完了形
の概念を理解し，それぞれの用法を区別す
る。また，共に使える語句を使って，適切
に文を作ったり，表現したりする。
機能 経験を尋ねる／初めての経験を述べ
る：今までの経験や初めての経験につい
て，様々な表現を用いて尋ねたり，伝えた
りする。
表現 話すこと[やり取り]：スポーツや音
楽の経験について伝え合う。書くこと：
行ったことのある場所や初めて何かを経験
した時のことについて書いて伝える。

○ ○ ○ ○

３

学

期

Lesson11
Which do you prefer, cheaper beans or
more expensive ones?
【知識及び技能】
様々な比較表現の意味や用法，提案する表
現を理解する。比較表現を使った慣用表現
や最上級を使った比較表現などの意味や用
法，称賛する表現を理解する。情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合う技能、書く技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う。情報や考
え，気持ちを整理し，簡単な語句や文を用
いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合おうとする。情
報や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や
文を用いて書こうとする。

話題 国際問題：フェアトレード（公正取
引）について話される会話から，物事を提
案したり，相手の発言を称賛する仕方を学
ぶ。
文法 比較：比較に関する様々な用法と表
現を理解し，物事の状態を分かりやすく説
明する。
機能 提案する／称賛する：提案する表現
や称賛する表現を学び，適切な提案と受け
答えをする。
表現 話すこと[やり取り]：気候変動対策
について自分の考えを伝え合う。書くこ
と：本と映画のどちらに興味があるか，ま
た最も幸せなときについて書いて伝える。

○ ○ ○

Lesson7
I’m happy to have you with us.
【知識及び技能】
不定詞（名詞的用法・形容詞的用法・副詞
的用法）の意味や用法，感謝する表現を理
解している。不定詞の意味上の主語，SVO +
to不定詞・原形不定詞の用法，謝罪する表
現を理解している。様々な不定詞や不定詞
を使った慣用表現，弁解する表現を理解し
ている。情報や考え，気持ちなどを理由や
詳細・具体例とともに話して伝え合う技
能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合っている。情報
や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や文
を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合おうとしてい
る。情報や考え，気持ちを整理し，簡単な
語句や文を用いて書こうとする。

話題 交流・交際：誕生日会を舞台に繰り
広げられる友だち同士の自然な会話のやり
取りから，感情を表す様々な表現を学ぶ。
文法 不定詞：様々な不定詞の用法を学
び，詳細な情報を伝える。
機能 感謝する／謝罪する／弁解する：感
謝・謝罪・弁解する際に頻繁に使用される
表現を学び，会話の相手に感情を適切に伝
える。
表現 話すこと[やり取り]：受け取った贈
り物について詳細に伝え合う。書くこと：
自分の夢，高校生が日常生活で行うべき大
切なこと，日常生活でしないように気を付
けていることについて書く。

○ ○ ○

２

学

期

Lesson6
Did you hear about the new shop?
【知識及び技能】
基本的な受動態や様々な受動態の意味や用
法，原因・影響を表す表現を理解する。
SVOO，SVOCの受動態，sayを使った受動態，
群動詞の受動態やby以外が使われる受動態
の用法，喜び・驚きを表す表現を理解す
る。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝え合う技能、
書く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合う。情報や考えを整理
し，簡単な語句や文を用いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合おうとする。情報や考え
を整理し，簡単な語句や文を用いて書こう
とする。

話題 日常生活：日常生活で発話される生
徒同士の自然な会話の流れや自分の感情や
物事を表す表現を学ぶ。
文法 受動態：受動態を用いた様々な文の
構造や意味を理解し，必要に応じて使い分
け，適切に伝える。
機能 原因・影響を表す／喜び・驚きを表
す：様々な表現を用いて，原因や影響につ
いて表現する。また，喜びや驚きの感情を
表す。
表現 話すこと[やり取り]：最近買ったも
のについて伝える。書くこと：お薦めの小
説や最近驚いたことについて書く。

○ ○

話題 将来・進路：将来や進路について，
自分の考えや気持ちを伝えたり，相手に尋
ねたりする表現を学ぶ。
文法 助動詞：様々な助動詞の意味と用法
を理解し，適切に使い分けて表現する。
機能 許可を求める・依頼する／義務・必
要を表す／回想する・自省する：会話の相
手に許可を求めたり，依頼する。また，義
務や必要性を伝えたり，過去の事柄を回想
したり，自省する。
表現 話すこと[やり取り]：将来の夢につ
いて，伝え合う。書くこと：家のルールや
小学生の頃のこと，いつかしてみたいこと
について書く。

○ ○ ○

Lesson3
I’m planning a day trip this weekend.
【知識及び技能】
現在のことや過去のことを表す時制の意味
や用法，激励や励ます表現を理解する。未
来のことを表す時制の意味や用法，計画し
たり，予定したりする表現を理解する。情
報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体
例とともに話して伝える技能、書く技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話したり、理由や具体例とともに話し
て伝える。情報や考え，気持ちなどを整理
し，簡単な語句や文を用いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話したり、理由や具体例とともに話し
て伝えようとする。情報や考え，気持ちな
どを整理し，簡単な語句や文を用いて書こ

話題 旅行・観光：旅行の計画や予定を尋
ねたり伝えたりする表現を学ぶ。
文法 時制：基本時制の構造と概念を理解
し，伝えたいことを適切な時制を用いて伝
える。
機能 激励する・励ます／計画する・予定
する：会話の相手を激励したり，励ました
りする。また，計画したり，予定している
ことを伝え合う。
表現 話すこと[発表]：過去に行った旅行
の経験について話す。書くこと：最近の休
日や予定していることについて書く。

定期考査

Lesson2
Do you want to join our show?
【知識及び技能】
文型と動詞の意味や用法，賛成・反対する
表現を理解する。複雑な文型や動詞の意味
や用法，聞き直す表現を理解する。情報や
考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例と
ともに話して伝え合う技能、書く技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝え合う。情報や考え，気持
ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いて
書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝え合おうとする。情報や考
え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文
を用いて書こうとする。

話題 学校生活：学校の文化祭に参加する
留学生との会話を通して，学校生活で行わ
れる生徒同士のやり取りの表現を学ぶ。
文法 文型と動詞：5つの文型と＜There
+be動詞+主語＞の構文を理解し，文を組み
立てる。また，注意すべき自動詞と他動詞
を使い分ける。
機能 賛成・反対する／聞き直す：賛成・
反対の意思を示したり，聞き取れなかった
ことや理解できなかったことを聞き直した
りする。
表現 話すこと[やり取り]：文化祭に行く
予定について話し合う。
書くこと：普段の生活や自分の部屋にある
ものについて書いて説明する。

○ ○ ○

定期考査

外国語 論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson5
What do you want to do after school?
【知識及び技能】
助動詞（能力・許可・推量・義務・禁止な
ど）の意味や用法，許可を求めたり，依頼
する表現を理解する。助動詞（義務・助言
／推量／命令・忠告／意志・拒絶／過去の
習慣・状態など）の意味や用法，義務や必
要を表す表現を理解する。助動詞（過去の
ことに対する推量や義務<助動詞+have+過去
分詞>／wouldを含む慣用表現）の意味や用
法，回想する・自省する表現を理解する。
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う技能、書く技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合う。情報や考えを整理
し，簡単な語句や文を用いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合おうとする。情報や考え
を整理し，簡単な語句や文を用いて書こう
とする。

領域

１

学

期

Lesson1
I want to introduce my new friend.
【知識及び技能】
様々な疑問文や命令文，感嘆文の意味や用
法，相手の発話に応答する表現を理解す
る。単文・重文・複文の構造や意味や用
法，理由を述べる表現を理解する。情報や
考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例と
ともに話して伝える技能、書く技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝える。情報や考え，気持ち
などを整理し，簡単な語句や文を用いて書
く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝えようとしている。情報や
考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や
文を用いて書こうとする。

話題 紹介：初対面で行われる自然な会話
や学校の習慣を紹介する表現を学ぶ。
文法 文の種類：様々な疑問文や命令文，
感嘆文を適切に作り，それに応答する。ま
た，単文，重文，複文の構成を理解し，ま
とまりのある文で表現する。
機能 応答する／理由を述べる：相手の発
話に適切な応答をする。また，多様な表現
を用い理由を述べる。
表現 話すこと[発表]：自分やパートナー
のクラブ活動を紹介する。書くこと：学校
のルールや好きな科目について書いて伝え
る。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語の学習を通じて,言語の働きや役割など
を理解できるようにする。
外国語の技能（話すこと、書くこと）につい
て，実際のコミュニケーションにおいて活用
できる知識・技能を身に付けるようにする。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会
的な話題について，情報や考えなどを外国語
で的確に理解したり適切に伝え合ったりする
ことができる力を養う。
聞いたり読んだりしたことなどを活用して，
自分の意見や考えなどを話したり書いたりし
て表現できる力を養う。

（6組：木村・本多）（1組：木村・宮崎）（2組：原・宮崎） （3組：原・宮崎） （4組：大平・本多） （5組：原・本尾）

知

【学びに向かう力、人間性等】

2

Vision Quest English Logic and ExpressionⅠ Standard

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外
国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを
活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体
的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅰ

論理・表現Ⅰ

態

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこ
と、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況など
に応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

外国語

配

当

時

数

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

1

Lesson8
What sport do you like playing?
【知識及び技能】
動名詞（動名詞の意味上の主語／否定形・
受動態）の意味や様々な用法，誘う・申し
出る表現を理解する。動名詞（動名詞が表
す＜時＞／動名詞・不定詞を目的語とする
動詞）の意味や様用法，推薦する表現を理
解する。情報や考え，気持ちなどを理由や
詳細とともに話して伝え合う技能を身に付
ける。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝え合う技能、
書く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う。情報や考
え，気持ちを整理し，簡単な語句や文を用
いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合おうとする。情
報や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や
文を用いて書こうとする。

話題 スポーツ・健康：所属するスポーツ
チームについて話す会話からチームに誘っ
たり，見学を勧めたりする表現を学ぶ。
文法 動名詞：動名詞の様々な用法を学
び，動名詞句を用いた多様な文で伝える。
機能 誘う・申し出る／推薦する：相手を
誘ったり，申し出たりする表現や相手に物
事を適切に推薦する表現を学ぶ。
表現 話すこと[発表]：スポーツをするこ
との利点について話して伝える。書くこ
と：得意なスポーツや活動，楽しみにして
いることについて書いて伝える。 ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
動名詞（動名詞の意味上の主語／否定形・受動態）
の意味や様々な用法，誘う・申し出る表現を理解し
ている。動名詞（動名詞が表す＜時＞／動名詞・不
定詞を目的語とする動詞）の意味や様用法，推薦す
る表現を理解している。情報や考え，気持ちなどを
理由や詳細とともに話して伝え合う技能を身に付け
ている。情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う技能、書く技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考え，気持ちを
整理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考え，気
持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとし
ている。

○ ○ ○ 5

定期考査
○

Lesson9
Digital media has come a long way.
【知識及び技能】
分詞（名詞を修飾する分詞・V(+O)+現在分
詞/過去分詞）の意味や用法，描写する表現
を理解している。分詞（分詞構文の働き／
慣用的な分詞構文，付帯状況を表す<with+
名詞+現在分詞/過去分詞>）の意味や用法，
判断の根拠を述べる表現を理解している。
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝える技能を身に付けている。
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝える技能、書く技能
を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝えている。情報や考
え，気持ちを整理し，簡単な語句や文を用
いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝えようとしている。
情報や考え，気持ちを整理し，簡単な語句
や文を用いて書こうとする。

話題 メディア・コミュニケーション：留
学生とのやり取りから，メディアを通じた
コミュニケーションについて意見を述べた
り，情報を加えて詳しく説明する会話を学
ぶ。
文法 分詞：名詞を修飾する分詞の用法や
補語になる用法，また分詞構文や付帯状況
を表す分詞を用いて表現する。
機能 描写する／判断の根拠を述べる：人
や物事について情報を加えて詳しく説明す
る。また，判断の根拠を示す表現を使用し
て論理的に伝える。
表現 話すこと[発表]：自分自身や自身の
性格について話して伝える。書くこと：家
族や友だちと撮った写真や日本人の一般的
な特徴について書いて伝える。

○

○

○ 5

○ ○ 6

定期考査
○ ○ ○ ○ 1

Lesson10
That’s why I decided to go back.
【知識及び技能】
関係代名詞（主格，目的格，所有格，
that）の意味や用法，定義する表現を理解
する。関係代名詞の意味や様々な用法，言
い換える表現を理解する。関係副詞や複合
関係詞の意味や用法，経緯を説明する表現
を理解する。情報や考え，気持ちなどを理
由や詳細・具体例とともに話して伝える技
能、書く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝える。情報や考え，
気持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて
書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝えようとする。情報
や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や文
を用いて書こうする。

話題 文化・異文化理解：日本や他国の文
化や習わしについて話されるやり取りか
ら，日本特有の言葉や文化，また異文化に
ついて紹介したり，その違いについて述べ
る表現を学ぶ。
文法 関係詞：関係詞を用いて複文を作
り，語句を限定したり補足説明を加えたり
する。また，複合関係詞を用いて譲歩の意
味を表す。
機能 定義する／言い換える／経緯を説明
する：人や物事，経緯を詳細に説明した
り，言い換えや要約をしたりする。
表現 話すこと[発表]：日本の文化や遊
び，人物について話す。書くこと：家族や
友だちの紹介や今あなたに必要なもの，ど
んな国［市，町］に住みたいかについて書
く。

○

○

○

○ 1

6

合計

70

定期考査
○ ○ ○

Lesson12
I think it’s a good idea.
【知識及び技能】
仮定法過去，仮定法過去完了，未来のこと
を表す仮定法の意味や用法，助言を求め
る，助言する表現を理解する。wishやas if
を使った仮定法や仮定法を使った様々な表
現の意味や用法，願望を表す表現を理解す
る。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝える技能、書
く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝える。情報や考え，
気持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて
書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝えようとする。情報
や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や文
を用いて書こうとする。

○ ○

【知識及び技能】
仮定法過去，仮定法過去完了，未来のことを表す仮
定法の意味や用法，助言を求める，助言する表現を
理解している。wishやas ifを使った仮定法や仮定
法を使った様々な表現の意味や用法，願望を表す表
現を理解している。情報や考え，気持ちなどを理由
や詳細・具体例とともに話して伝える技能、書く技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えている。情報や考え，気持ちを整理
し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えようとしている。情報や考え，気持
ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとして
いる。

○



年間授業計画

高等学校 令和8年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解 決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効 果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

保谷

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　情報モラ
ル　等

【知識・技能】通信方式の種類やその違いについて説
明することができる。・LANを構成する機器について，
それらの役割を説明することができる。
【思考・判断・表現】目的に沿って，LANを構成する情
報機器の接続を適切に考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】実際に利用している
ネットワークの構成について自ら調べ，よりよいネッ
トワークへの改善につなげようとしている。

○ ○

○ ○ ○

・情報と情報技術を適切に活用するための知識と技能・情報と情報技術を活用して問題を発見・解決するための方法についての理解
・情報社会の進展とそれが社会に果たす役割と及ぼす影響についての理解・情報に関する法・制度やマナーの意義と情報社会において個人が果たす役割や責任についての理解

（5組：　　梶原　　）（6組：梶原　　　　）

情報社会との関わりについて考えながら、問
題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報
技術を活用し、自ら評価し改善しようとする
態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

情報 情報Ⅰ

（1組：　　梶原　　）

３
学
期

第４章　アルゴリズムとプログラミング
第１節情報システムの構成を理解することと、
タッチメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。【学びに向
かう力、人間性等】自らの行動について振り返
り，改善しようとしているか。

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　情報モラ
ル　等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムについてそ
れぞれ説明することができる。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを文章やフ
ローチャートなどの図で表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】・アルゴリズムやフ
ローチャートなどの表記に，興味や関心を示してい
る。

○ ○

２
学
期

第３章　情報のデジタル化とコンピュータ　第
５章　第１節情報システムの構成を理解するこ
とと、タッチメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。
【学びに向かう力、人間性等】自らの行動につ
いて振り返り，改善しようとしているか。

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　情報モラ
ル　等

【知識・技能】アナログとデジタルの概念とその違い
を理解している。情報の再現，情報の圧縮や加工な
ど，デジタル化のメリットについて説明できる。
　
【思考・判断・表現】2進数と情報量の関係について説
明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】いくつかの文字コー
ドについて興味をもって調べたり，文字化けの原因に
ついて考えたりできる。

○ ○

ＷＯＲＤ、Excel、Powaerpointを理解すること
とタッチメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。【学びに向
かう力、人間性等】自らの行動について振り返
り，改善しようとしているか

○ ○

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　情報モラ
ル　等

【知識・技能】メディアの機能について説明することができ
る。さまざまなメディアを分類することができる。メディア
の発達について説明することができる。【思考・判断・表
現】伝達する情報に応じて適切に表現メディアや情報メディ
アを選択して表現することができる。情報の信憑性や信頼性
について吟味し，情報の真意を読み解くことができる。【主
体的に学習に取り組む態度】情報メディアや表現メディアを
活用し，主体的に情報を発信することができる。自らのメ
ディア活用について振り返り，より効果的な表現や情報伝達
ができるように改善しようとしている。

○ 10

1

D 単元
ＷＯＲＤ、Excel、Powaerpointを理解すること
とタッチメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。【学びに向
かう力、人間性等】自らの行動について振り返
り，改善しようとしているか

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　情報モラ
ル　等

○ ○ ○

○

8

定期考査 ○

○

【知識・技能】３つのアプリケーションソフトを理解
し、問題の意味を正しく理解しているか。
　
【思考・判断・表現】３つのアプリケーションソフト
を活用し、簡単な文章や表をタッチメソッドで入力し
作成できるか。

【主体的に学習に取り組む態度】問題に沿ったものが
期日までに作成できるか。

12

ＷＯＲＤ、Excel、Powaerpointを理解すること
とタッチメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注意点を考え、
適切に判断し、活用出来ているか。【学びに向
かう力、人間性等】自らの行動について振り返
り，改善しようとしているか

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　情報モラ
ル　等

【知識・技能】３つのアプリケーションソフトを理解
し、問題の意味を正しく理解しているか。
　
【思考・判断・表現】３つのアプリケーションソフト
を活用し、簡単な文章や表をタッチメソッドで入力し
作成できるか。

【主体的に学習に取り組む態度】問題に沿ったものが
期日までに作成できるか。

○ ○ ○ 12

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　情報モラ
ル　等

【知識・技能】３つのアプリケーションソフトを理解
し、問題の意味を正しく理解しているか。
　
【思考・判断・表現】３つのアプリケーションソフト
を活用し、簡単な文章や表をタッチメソッドで入力し
作成できるか。

【主体的に学習に取り組む態度】問題に沿ったものが
期日までに作成できるか。

○ ○ ○

4

合計

70

8

8

配当
時数

１
学
期

ｐ4～第１章　情報社会と問題解決　情報につ
いて学ぶ意味は何だろうか。また，情報技術の
発達により，どのような社会が訪れようとして
いるだろうかを理解することと、タッチメソッ
ドを目指す。【知識及び技能】用語について理
解があるか。【思考力、判断力、表現力等】注
意点を踏まえ、適切に判断出来ているか。【学
びに向かう力、人間性等】自らの行動について
振り返り，改善しようとしているか。

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】・データ，情報，知識の意味と相互の関係に
ついて理解している。・ビッグデータの意味とその活用につ
いいて理解している。
【思考・判断・表現】・加害者や被害者ならないための注意
点を考え，適切に判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】・SNSの活用など，不特定
多数を対象としたコミュニケーションの注意点について考
え，自らの行動について振り返り，改善しようとしている。

○ ○ ○ 6

ｐ33～第２章　コミュニケーションと情報デ
ザインについて理解することと、タッチメ
ソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理解がある
か。【思考力、判断力、表現力等】注意点を
考え、適切に判断し、活用出来ているか。
【学びに向かう力、人間性等】自らの行動に
ついて振り返り，改善しようとしているか。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第5章　情報通信ネットワークとセキュリ
ティ
　情報通信ネットワークでは，どのように
通信回線を利用して相互に接続し，情報を
やり取りしているだろうかと、タッチメ
ソッドを目指す。【知識及び技能】用語に
ついて理解があるか。【思考力、判断力、
表現力等】注意点を考え、適切に判断し、
活用出来ているか。【学びに向かう力、人
間性等】自らの行動について振り返り，改

○

定期考査

（2組：　梶原　　　）（3組：　梶原　　　）（4組：　梶原　　　）

情報 情報Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解し、技能
を身につけているとともに、情報社会と人との
関わりについて理解する力を養う。

事象を情報とその結び付きとして捉え，問題
の発見・解決に向けて情報と 情報技術を適切
かつ効果的に活用する力を養う。

最新情報Ⅰ　実教出版 007-902

情報

・様々な事象を情報とその結び付きの視点から捉える力・問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力　　－必要な情報の収集・判断・表現・処理・創造に情報技術を活
用する力－プログラミングやシミュレーションを効果的に実行する力－情報技術を用いたコミュニケーションを適切に実行する力
・複数の情報を結び付けて新たな意味を見いだす力

・情報を多面的・多画的に吟味しその価値を見極めていこうとする態度・自らの情報活用を振り返り，評価し改善しようとする態度
・情報モラルや情報に対する責任について考え行動しようとする態度・情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与しようとする態度

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

（7組：　梶原　　　）（8組：　梶原　　　）



 

別紙５の２（総合的な探究の時間） 

東京都立 保谷高等 学校 全日制 課程  普通  科 

 
令和８年度「総合的な探究の時間」の年間指導計画 

（１学年） 

１単位時間の時間（５０）分 

学期 月 指導項目 指導内容 評価計画 配当時間 
１ 
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12 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

探究活動ガイダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会で働く意義への 

理解を深めさせる 

現代の社会課題とそ 

の解決に向けた自ら 

の関わり方について 

考えさせる 

問いの設定へ向けて 

指導する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスの垣根を越え 

たグループで探究し 

た成果を共有させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

探究した成果を分か 

りやすく伝える工夫 

を学ばせる 

 

 

個人の発表を聞き、 

学んだことを共有さ

せ、深めさせる 

代表生徒の発表を学 

年全体で聞かせ、成 

果を共有させる 

 

■講演・体験活動 

・探究活動及びキャリア・パスポー 

ト活用の目的・意義や年間計画、個 

人における問いの設定に向けたガイ 

ダンスを実施する。 

・ＴＧＧで活動に参加させ、グロー 

バル社会への理解を深めさせる。 

 

■講演・演習 

・有識者の講演を聞き、キャリア形 

成や職業への理解を深めさせる。 

・様々な分野に関する教養講座を受 

講させ、現代の社会課題や自己との関 

わりへの理解を深めさせる。 

・問いの設定に向けて、自己の興味・ 

関心と社会課題とのつながりを考え 

させる。 

■演習 

・キャリア・パスポートの作成によ 

り、１学期の振り返りをさせる。 

 

■演習 

・各種ワークに取組み、問いを設定 

させる。 

（探究とは何か／問いの発見／問い 

・仮説の立案） 

■体験活動 

・異なるクラスの生徒たちとのグル 

ープにおいて、問いやその設定、調 

査・分析など今後の見通し・計画を 

発表・共有させる。 

■演習 

・各種ワークに取組み、設定した問 

いに基づき調査・分析を進めさせる。 

（調査・実験方法の選定／調査・実 

験の計画／調査・実験の実施・整理 

／結果の分析・考察） 

■演習 

・探究の成果発表（ポスターセッシ 

ョン）に向けて準備を進めさせる。 

・キャリア・パスポートの作成によ 

り、２学期の振り返りをさせる。 

■体験活動 

・クラス内で発表させ、探究の成果 

を共有させる。学年全体の前で発表 

する代表生徒を決める。 

・代表生徒の発表を聞くことで、 

様々な社会課題に関する学びを深め 

させる。 

 

 

活動（AL）の様

子、キャリア・パ

スポートへの記入

内容等に基づき、

形成的に評価す

る。 

 

 

活動（AL）の様

子、キャリア・パ

スポートへの記入

内容等に基づき、

形成的に評価す

る。 

 

 

活動への取組みの

様子に基づき、総

括的評価を行う。 

 

活動（AL）の様

子、キャリア・パ

スポートへの記入

内容等に基づき、

形成的に評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア・パスポ

ート、生徒による

自己評価等に基づ

き、総括的評価を

行う。 
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1 年間の活動を振り 

返る 

 

 

 

 

 

２学年の探究活動事 

前学習 

■演習 

・キャリア・パスポートの作成によ 

り、年間の学びの振り返り・自己評 

価を行わせる。 

 

 

 

■講演 

・１学年の学びを総括するガイダン 

スを通して、２学年の探究活動への 

展望を考えさせる。 

キャリア・パスポ

ート、生徒による

自己評価、体験活

動への取組みの様

子に基づき、文章

記述による総括的

評価を行う 

 

 

 

 

２ 

 

配当時間

数の合計 
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